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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

町の人口町の人口
（３月１日現在　常住人口）（３月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（＋　3）
（－   2）
（＋　5）
（＋16）

23,354  人
11,511  人
11,843  人
   9,211世帯

2

012
 

No.653
発行・編集／多度津町町長公室  〒764-8501 香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目1-91 ☎0877-33-1115   印刷・製本／株式会社 弘栄社

広報広報

4

目　次
●　施政方針・・・・・・・・・・・・・・・・２～８Ｐ

●　介護保険料のお知らせ・・・・・・・・・・・・９Ｐ

●　親切・人権・・・・・・・・・・・・・１０～１１Ｐ

●　まちかどズーム・・・・・・・・・・・１２～１３Ｐ

●　文化教養・スポーツ・・・・・・・・・１４～１６Ｐ

●　お知らせ・募集・・・・・・・・・・・１７～２１Ｐ

●　４月の予定　・・・・・・・・・・・・・・・２２Ｐ

●　保健だより　・・・・・・・・・・・・・・・２３Ｐ

●　図書館だより　・・・・・・・・・・・・・・２４Ｐ

（関連記事・・・・・・１２Ｐ）

●   今日はいつもより緊張気味 
　　 　　　　　　 『卒園茶会』

今日はいつもより緊張気味 
                    『卒園茶会』

・・・・・・・・・４３８冊
・・・・・・・・・・・３，０９２人
・・・・・・・・・・６，２８９冊

・・・・・２７人

■４月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　４月１４日（土）／１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　４月１８日（水）／１４時３０分～１５時

■新着のお知らせ
●

『春』　桜花　爛漫（らんまん）！！

　　いざっ ！　あたらしい　明日へ ♪

鉄道に乗って＆パワースポットを巡り＆

　癒され＆お泊りは…

■２月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■資料館からお知らせ　　
資料館では、４月１５日まで『多度津のおひなさま』春季企画展を

開催しています。京極家の雛人形を中心に、江戸時代から昭和にか

けての様々な形態の雛飾りを、一堂に展示しています。また、今年

２月に多度津高校より寄贈いただいた「讃岐鉄道駅舎」の模型も展

示していますので、ご家族やお友達と一緒にぜひ来館ください。

【開館時間】９時～１７時（入館は１６時３０分まで）

『時刻表に載っていない鉄道に乗りにいく』

●『グッとくる鉄道』　

遠森　慶／ 講談社

●『かぜのでんしゃにのって』
やすい すえこ　作・葉 祥明　絵／絵本塾出版

●『鉄道ひとり旅入門』
今尾 恵介／ 
ちくまプリマー新書

鈴木 伸子／ リトルモア

カリスマ「乗りテツ」の旅指南。
日本列島縦断。
鉄道に乗るための旅へ！！

●『全国神社味詣』
松本 滋／丸善出版
全国各地の神社の鳥居のそばには、
さまざまな味がある。伊勢の神宮の
赤福、出雲大社の割子そば･･･
一度は食してみたい、時代を超えて
愛される食の原点が溢れています。
食を通じて御神徳（おかげ）をいただきまっしょ。

●『日本遺産　神宿る巨樹』
吉田 繁〈写真〉・蟹江 節子〈文〉／ 講談社
巨樹の巨匠がとらえた「最後の
癒し」１５６の神々しき雄姿。
※「巨樹」とは…
　日本では、地面から１．３ｍ
　の高さで、幹周り３ｍ以上の
　もの

●『横浜の時を旅する』
山崎 洋子／春風社
横浜ミステリーツアーへようこそ！
関東大震災からの復興を期して建てられ、マッカーサ
ー、チャップリン、裕次郎、大作家たちも泊まった一
流ホテル。ここには、横浜と近代日本の歴史を知るヒ
ントが隠されている。
横浜を深く愛する作家が、優雅でちょっぴり知的な旅
へご案内。

●『旅館すずめや　てくてく遠足日和』
雨宮 尚子／白泉社
山の湯の宿「すずめや」の
女将が すてきな山歩きへ
ご案内！
どうぞ、ごゆるりと～♪

多度津町立資料館　☎３３－３３４３



施政方針施政方針施政方針施政方針

3 2

　丸
尾
幸
雄
町
長
は
、
平
成
24
年

多
度
津
町
議
会
３
月
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
新
年
度
に
臨
む
所

信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
概
要
な

ら
び
に
町
政
運
営
の
諸
施
策
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

【
は
じ
め
に
】

　昨
年
３
月
３
日
に
町
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
丁
度
１
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

町
民
の
皆
様
が
「
夢
と
希
望
」
を

抱
き
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
明
る

く
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
町
民
目
線
の
行
政
運

営
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

全
力
で
町
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

役
所
の
組
織
力
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
１
年
間
、

私
は
職
員
一
人
ひ
と
り
と
面
談
を

行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
員
の
顔

と
名
前
を
覚
え
、
性
格
や
考
え
方

を
把
握
し
、
町
の
課
題
や
懸
案
事

項
を
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
の
町
政
運
営
に
対
す
る
理

念
の
共
有
と
意
思
の
疎
通
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
政
報
告
会
や
対
話
集

会
を
町
内
７
会
場
に
お
い
て
開
催

し
、
大
勢
の
町
民
の
皆
様
か
ら
、

多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
や
ご
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
防
災
対
策

か
ら
産
業
や
農
業
振
興
な
ど
、
大

変
、
参
考
に
な
る
ご
提
言
を
い
た

だ
き
、
本
年
も
引
き
続
き
こ
の
対

話
集
会
を
開
催
し
、
今
後
の
町
政

運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、

町
民
と
行
政
の
共
同
の
営
み
で
あ

り
、
地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
町
民
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
町
の
行
政
情
報
を

積
極
的
に
公
開
し
、
町
民
の
皆
様

と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
住
民
参

画
・
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
職
員
共
々
一
丸
と
な
っ

て
、
重
要
課
題
の
解
決
に
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

【
政
府
の
経
済
見
通
し
と
予
算
】

　さ
て
、
政
府
は
、
平
成
24
年
度

に
お
け
る
我
が
国
経
済
は
、
本
格

的
な
震
災
復
興
施
策
の
集
中
的
な

推
進
に
よ
っ
て
国
内
需
要
が
成
長

を
主
導
し
て
い
く
と
見
通
し
、
消

費
や
民
間
住
宅
、
企
業
設
備
投
資

な
ど
が
増
加
し
、
国
内
総
生
産
の

実
質
成
長
率
を
２
．
２
％
程
度
、

名
目
成
長
率
を
２
．
０
％
程
度
プ

ラ
ス
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
24
年

度
予
算
を
、
「
日
本
再
生
元
年
予

算
」
と
位
置
づ
け
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
や
農
林
漁
業
の
再

生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の

再
設
計
な
ど
、
５
つ
の
重
点
分
野

を
中
心
に
、
日
本
再
生
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
予
算
総
額
を
前
年
度
比

２
．
２
％
減
の
９
０
兆
３
，
３
３

９
億
円
と
し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
や
景
気

の
低
迷
等
に
よ
り
、
地
方
税
の
増

収
を
見
込
む
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
あ
り
、
歳
出
で
は
、
社
会
保
障

費
の
自
然
増
や
震
災
復
興
に
係
る

普
通
建
設
事
業
費
の
拡
大
に
よ
り
、

前
年
度
以
上
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
平
成
24
年

度
の
地
方
財
政
計
画
の
規
模
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
０
．
８
％
減
の

８
１
兆
８
，
７
０
０
億
円
、
地
方

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
併
せ
た
、

い
わ
ゆ
る
一
般
財
源
の
総
額
は
５

９
兆
６
，
２
４
１
億
円
程
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
は
、
繰
越
金
や
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
の
金
利
変
動
準
備
金
等

の
活
用
に
よ
り
、
０
．
５
％
増
の

１
７
兆
４
，
５
４
５
億
円
、
普
通

交
付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、

０
．
４
％
減
の
６
兆
１
，
３
３
３

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
24
年
度
予
算
】

　こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平

成
24
年
度
本
町
の
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
町
民
皆
様
の
声
を
的
確

に
反
映
し
、
「
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
実
感
で
き
る
」
施
策
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
事
業
の
必

要
性
や
緊
急
性
を
見
極
め
、
「
選

択
と
集
中
」
の
考
え
に
よ
り
、
効

果
的
で
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

根
幹
で
あ
り
ま
す
町
税
が
、
子
ど

平
成
24
年
度

　施
政
方
針

平
成
24
年
度

　施
政
方
針

も
手
当
て
の
創
設
に
伴
う
年
少
扶

養
控
除
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
個

人
町
民
税
で
増
収
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て

地
価
の
下
落
や
３
年
に
一
度
の
評

価
替
え
に
よ
り
大
幅
な
減
収
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
町
税
全
体
で
は

前
年
度
比
約
７
，
５
０
０
万
円
の

減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
で
前
年
度
比
５
，
６
０
０

万
円
の
増
額
を
見
込
む
一
方
、
特

別
交
付
税
は
１
０
０
万
円
の
減
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
債
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
整

備
事
業
債
や
道
路
整
備
事
業
債
、

排
水
路
改
修
事
業
債
、
港
湾
整
備

事
業
債
、
多
度
津
中
学
校
改
築
事

業
債
等
の
増
を
見
込
ん
で
お
り
、

前
年
度
比
７
，
５
５
０
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
職
員
定
数
の
削

減
や
給
与
関
係
費
の
抑
制
な
ど
に

よ
り
、
人
件
費
を
約
３
，
４
０
０

万
円
減
額
し
た
ほ
か
、
補
助
費
等

に
つ
い
て
も
約
３
，
９
０
０
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
福
祉
や
医
療
な
ど

の
扶
助
費
の
増
加
が
顕
著
な
も
の

と
な
っ
て
く
る
中
、
多
様
化
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
歳
出
を
抑
制
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
引
き
続
き
、
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
一
般

会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
０
．

１
％
減
の
７
４
億
２
，
０
０
０
万

円
、
予
算
規
模
で
は
１
，
０
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年

度
比
３
．
５
％
増
の
５
８
億
４
，

４
３
１
万
円
、
全
会
計
の
合
計
で

は
、
前
年
度
比
１
．
４
％
増
の
１

３
２
億
６
，
４
３
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　昨
年
３
月
11
日
の
国
内
観
測
史

上
最
大
級
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
．
０
を
記
録
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
多
く
の
市
町
村
で
、
防

災
拠
点
と
な
る
べ
き
庁
舎
な
ど
の

施
設
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ
、
災

害
対
策
の
本
部
機
能
が
長
期
間
喪

失
す
る
と
い
う
異
常
事
態
に
陥
り

ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
連

動
型
巨
大
地
震
に
備
え
、
災
害
時

に
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る

「
減
災
」
の
考
え
方
を
基
本
と
し

て
、
地
域
の
防
災
力
の
強
化
に
全

力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　ま
ず
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
本
町

に
も
既
に
６
団
体
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
さ
ら
に
、
多
度
津
町
自
主

防
災
組
織
資
機
材
整
備
助
成
を
創

設
し
、
自
治
会
単
位
の
自
主
防
災

組
織
の
設
立
や
活
動
内
容
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、
「
多
度
津
町
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
（
全
体

計
画
）
」
に
基
づ
き
、
災
害
時
に

援
護
を
必
要
と
す
る
方
々
を
対
象

に
、
本
年
度
か
ら
支
援
を
希
望
す

る
方
々
の
情
報
を
把
握
し
、
地
域

で
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
想
定
外
の
大
規
模
災
害

時
に
、
被
災
者
を
支
援
す
る
業
務

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
「
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
相
互

応
援
体
制
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、

丸
亀
市
消
防
庁
舎
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
住
基
デ

ー
タ
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
上
位
計
画
と
な
り
ま
す

香
川
県
地
域
防
災
計
画
の
修
正
の

動
き
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
や
関

係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
「
多

度
津
町
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　平
成
23
年
１
月
、
香
川
県
よ
り

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
多

度
津
町
の
一
部
が
「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
昨

年
度
は
白
方
地
区
で
住
民
意
見
聴

取
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
も
西
浜

地
区
、
旧
多
度
津
及
び
四
箇
地
区

の
一
部
、
島
し
ょ
部
を
対
象
に
同

様
の
会
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、「
多
度
津

町
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地

震
に
よ
り
決
壊
し
た
と
き
に
被
害

が
想
定
さ
れ
る
た
め
池
を
対
象
に
、

「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
周
辺
地
域
の
防
災
意
識

の
向
上
や
被
害
の
軽
減
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
は
、
国
・
県
の
民
間
住

宅
耐
震
対
策
支
援
事
業
補
助
金
を

活
用
し
て
、
旧
耐
震
基
準
で
建
設

さ
れ
た
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、

財
政
的
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
一
時
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

昨
年
９
月
の
台
風
12
号
で
は
、
京

町
や
本
通
り
地
区
な
ど
に
お
い
て
、

浸
水
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

桜
川
に
お
い
て
は
、
香
川
県
に
浸

水
対
策
を
強
く
要
望
し
て
お
り
、

平
成
24
年
度
早
期
に
嵩
上
げ
工
事

等
の
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
西
水
戸
排
水

機
場
ポ
ン
プ
の
更
新
工
事
や
排
水

路
の
改
修
な
ど
、
風
水
害
に
備
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　高
潮
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
津
波
・
高
潮
対
策
整
備
促
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、

第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
工
事
は
順
調
に

進
捗
し
、
多
度
津
港
内
に
お
け
る

県
管
理
施
設
の
防
潮
提
工
事
は
平

成
23
年
度
で
完
了
し
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
か
ら
は
、
西
港
町
地
区

の
町
管
理
施
設
の
防
潮
提
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
見
立
港
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ

ー
ト
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
完
了
予
定
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
東
港
町
港
内
に
も
設
置
し
浸

水
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

■
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
整
備

●
環
境
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　本
町
は
、
平
成
12
年
に
「
環
境

の
ま
ち
」
宣
言
を
行
い
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
実
施
を
は

じ
め
、
各
種
環
境
施
策
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
21
年
度
に
策
定
し
た

「
多
度
津
町
環
境
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
「
環
境
・
健
康
・
人
」

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
電
気
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
っ
て
く
る
中
、
環
境
に

や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
者
に
対
す
る
補
助
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
住
み
よ
い
都

市
基
盤
の

整
備
と
な

る
合
併
処

理
浄
化
槽

設
置
整
備

補
助
事
業

の
充
実
を

進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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　丸
尾
幸
雄
町
長
は
、
平
成
24
年

多
度
津
町
議
会
３
月
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
新
年
度
に
臨
む
所

信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
概
要
な

ら
び
に
町
政
運
営
の
諸
施
策
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

【
は
じ
め
に
】

　昨
年
３
月
３
日
に
町
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
丁
度
１
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

町
民
の
皆
様
が
「
夢
と
希
望
」
を

抱
き
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
明
る

く
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
町
民
目
線
の
行
政
運

営
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

全
力
で
町
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

役
所
の
組
織
力
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
１
年
間
、

私
は
職
員
一
人
ひ
と
り
と
面
談
を

行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
員
の
顔

と
名
前
を
覚
え
、
性
格
や
考
え
方

を
把
握
し
、
町
の
課
題
や
懸
案
事

項
を
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
の
町
政
運
営
に
対
す
る
理

念
の
共
有
と
意
思
の
疎
通
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
政
報
告
会
や
対
話
集

会
を
町
内
７
会
場
に
お
い
て
開
催

し
、
大
勢
の
町
民
の
皆
様
か
ら
、

多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
や
ご
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
防
災
対
策

か
ら
産
業
や
農
業
振
興
な
ど
、
大

変
、
参
考
に
な
る
ご
提
言
を
い
た

だ
き
、
本
年
も
引
き
続
き
こ
の
対

話
集
会
を
開
催
し
、
今
後
の
町
政

運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、

町
民
と
行
政
の
共
同
の
営
み
で
あ

り
、
地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
町
民
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
町
の
行
政
情
報
を

積
極
的
に
公
開
し
、
町
民
の
皆
様

と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
住
民
参

画
・
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
職
員
共
々
一
丸
と
な
っ

て
、
重
要
課
題
の
解
決
に
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

【
政
府
の
経
済
見
通
し
と
予
算
】

　さ
て
、
政
府
は
、
平
成
24
年
度

に
お
け
る
我
が
国
経
済
は
、
本
格

的
な
震
災
復
興
施
策
の
集
中
的
な

推
進
に
よ
っ
て
国
内
需
要
が
成
長

を
主
導
し
て
い
く
と
見
通
し
、
消

費
や
民
間
住
宅
、
企
業
設
備
投
資

な
ど
が
増
加
し
、
国
内
総
生
産
の

実
質
成
長
率
を
２
．
２
％
程
度
、

名
目
成
長
率
を
２
．
０
％
程
度
プ

ラ
ス
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
24
年

度
予
算
を
、
「
日
本
再
生
元
年
予

算
」
と
位
置
づ
け
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
や
農
林
漁
業
の
再

生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の

再
設
計
な
ど
、
５
つ
の
重
点
分
野

を
中
心
に
、
日
本
再
生
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
予
算
総
額
を
前
年
度
比

２
．
２
％
減
の
９
０
兆
３
，
３
３

９
億
円
と
し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
や
景
気

の
低
迷
等
に
よ
り
、
地
方
税
の
増

収
を
見
込
む
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
あ
り
、
歳
出
で
は
、
社
会
保
障

費
の
自
然
増
や
震
災
復
興
に
係
る

普
通
建
設
事
業
費
の
拡
大
に
よ
り
、

前
年
度
以
上
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
平
成
24
年

度
の
地
方
財
政
計
画
の
規
模
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
０
．
８
％
減
の

８
１
兆
８
，
７
０
０
億
円
、
地
方

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
併
せ
た
、

い
わ
ゆ
る
一
般
財
源
の
総
額
は
５

９
兆
６
，
２
４
１
億
円
程
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
は
、
繰
越
金
や
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
の
金
利
変
動
準
備
金
等

の
活
用
に
よ
り
、
０
．
５
％
増
の

１
７
兆
４
，
５
４
５
億
円
、
普
通

交
付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、

０
．
４
％
減
の
６
兆
１
，
３
３
３

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
24
年
度
予
算
】

　こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平

成
24
年
度
本
町
の
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
町
民
皆
様
の
声
を
的
確

に
反
映
し
、
「
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
実
感
で
き
る
」
施
策
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
事
業
の
必

要
性
や
緊
急
性
を
見
極
め
、
「
選

択
と
集
中
」
の
考
え
に
よ
り
、
効

果
的
で
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

根
幹
で
あ
り
ま
す
町
税
が
、
子
ど

平
成
24
年
度

　施
政
方
針

平
成
24
年
度

　施
政
方
針

も
手
当
て
の
創
設
に
伴
う
年
少
扶

養
控
除
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
個

人
町
民
税
で
増
収
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て

地
価
の
下
落
や
３
年
に
一
度
の
評

価
替
え
に
よ
り
大
幅
な
減
収
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
町
税
全
体
で
は

前
年
度
比
約
７
，
５
０
０
万
円
の

減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
で
前
年
度
比
５
，
６
０
０

万
円
の
増
額
を
見
込
む
一
方
、
特

別
交
付
税
は
１
０
０
万
円
の
減
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
債
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
整

備
事
業
債
や
道
路
整
備
事
業
債
、

排
水
路
改
修
事
業
債
、
港
湾
整
備

事
業
債
、
多
度
津
中
学
校
改
築
事

業
債
等
の
増
を
見
込
ん
で
お
り
、

前
年
度
比
７
，
５
５
０
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
職
員
定
数
の
削

減
や
給
与
関
係
費
の
抑
制
な
ど
に

よ
り
、
人
件
費
を
約
３
，
４
０
０

万
円
減
額
し
た
ほ
か
、
補
助
費
等

に
つ
い
て
も
約
３
，
９
０
０
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
福
祉
や
医
療
な
ど

の
扶
助
費
の
増
加
が
顕
著
な
も
の

と
な
っ
て
く
る
中
、
多
様
化
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
歳
出
を
抑
制
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
引
き
続
き
、
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
一
般

会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
０
．

１
％
減
の
７
４
億
２
，
０
０
０
万

円
、
予
算
規
模
で
は
１
，
０
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年

度
比
３
．
５
％
増
の
５
８
億
４
，

４
３
１
万
円
、
全
会
計
の
合
計
で

は
、
前
年
度
比
１
．
４
％
増
の
１

３
２
億
６
，
４
３
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　昨
年
３
月
11
日
の
国
内
観
測
史

上
最
大
級
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
．
０
を
記
録
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
多
く
の
市
町
村
で
、
防

災
拠
点
と
な
る
べ
き
庁
舎
な
ど
の

施
設
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ
、
災

害
対
策
の
本
部
機
能
が
長
期
間
喪

失
す
る
と
い
う
異
常
事
態
に
陥
り

ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
連

動
型
巨
大
地
震
に
備
え
、
災
害
時

に
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る

「
減
災
」
の
考
え
方
を
基
本
と
し

て
、
地
域
の
防
災
力
の
強
化
に
全

力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　ま
ず
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
本
町

に
も
既
に
６
団
体
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
さ
ら
に
、
多
度
津
町
自
主

防
災
組
織
資
機
材
整
備
助
成
を
創

設
し
、
自
治
会
単
位
の
自
主
防
災

組
織
の
設
立
や
活
動
内
容
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、
「
多
度
津
町
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
（
全
体

計
画
）
」
に
基
づ
き
、
災
害
時
に

援
護
を
必
要
と
す
る
方
々
を
対
象

に
、
本
年
度
か
ら
支
援
を
希
望
す

る
方
々
の
情
報
を
把
握
し
、
地
域

で
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
想
定
外
の
大
規
模
災
害

時
に
、
被
災
者
を
支
援
す
る
業
務

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
「
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
相
互

応
援
体
制
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、

丸
亀
市
消
防
庁
舎
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
住
基
デ

ー
タ
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
上
位
計
画
と
な
り
ま
す

香
川
県
地
域
防
災
計
画
の
修
正
の

動
き
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
や
関

係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
「
多

度
津
町
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　平
成
23
年
１
月
、
香
川
県
よ
り

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
多

度
津
町
の
一
部
が
「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
昨

年
度
は
白
方
地
区
で
住
民
意
見
聴

取
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
も
西
浜

地
区
、
旧
多
度
津
及
び
四
箇
地
区

の
一
部
、
島
し
ょ
部
を
対
象
に
同

様
の
会
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、「
多
度
津

町
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地

震
に
よ
り
決
壊
し
た
と
き
に
被
害

が
想
定
さ
れ
る
た
め
池
を
対
象
に
、

「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
周
辺
地
域
の
防
災
意
識

の
向
上
や
被
害
の
軽
減
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
は
、
国
・
県
の
民
間
住

宅
耐
震
対
策
支
援
事
業
補
助
金
を

活
用
し
て
、
旧
耐
震
基
準
で
建
設

さ
れ
た
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、

財
政
的
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
一
時
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

昨
年
９
月
の
台
風
12
号
で
は
、
京

町
や
本
通
り
地
区
な
ど
に
お
い
て
、

浸
水
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

桜
川
に
お
い
て
は
、
香
川
県
に
浸

水
対
策
を
強
く
要
望
し
て
お
り
、

平
成
24
年
度
早
期
に
嵩
上
げ
工
事

等
の
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
西
水
戸
排
水

機
場
ポ
ン
プ
の
更
新
工
事
や
排
水

路
の
改
修
な
ど
、
風
水
害
に
備
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　高
潮
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
津
波
・
高
潮
対
策
整
備
促
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、

第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
工
事
は
順
調
に

進
捗
し
、
多
度
津
港
内
に
お
け
る

県
管
理
施
設
の
防
潮
提
工
事
は
平

成
23
年
度
で
完
了
し
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
か
ら
は
、
西
港
町
地
区

の
町
管
理
施
設
の
防
潮
提
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
見
立
港
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ

ー
ト
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
完
了
予
定
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
東
港
町
港
内
に
も
設
置
し
浸

水
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

■
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
整
備

●
環
境
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　本
町
は
、
平
成
12
年
に
「
環
境

の
ま
ち
」
宣
言
を
行
い
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
実
施
を
は

じ
め
、
各
種
環
境
施
策
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
21
年
度
に
策
定
し
た

「
多
度
津
町
環
境
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
「
環
境
・
健
康
・
人
」

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
電
気
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
っ
て
く
る
中
、
環
境
に

や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
者
に
対
す
る
補
助
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
住
み
よ
い
都

市
基
盤
の

整
備
と
な

る
合
併
処

理
浄
化
槽

設
置
整
備

補
助
事
業

の
充
実
を

進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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●
環
境
衛
生
の
充
実
に
つ
い
て

　循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、

さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
を
図
り
、

ご
み
の
減
量
化
に
有
効
な
生
ご
み

処
理
容
器
購
入
助
成
金
の
活
用
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年

度
か
ら
新
た
に
蛍
光
管
の
収
集
を

行
い
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
野
焼
き
の
防
止
・
啓

発
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

 

「
桃
陵
公
園
」
を
は
じ
め
、
「
堀

江
公
園
」
や
「
桜
の
森
高
原
」
、
「
八

幡
の
森
ほ
た
る
の
里
」
な
ど
は
、

町
民
の
皆
様
に
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、

憩
い
を
与
え
る
空
間
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

元
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
川
に
つ
い
て
は
、
桜
川
流
域
水

環
境
推
進
協
議
会
に
よ
る
環
境
美

化
・
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、
フ
ナ

や
ウ
ナ
ギ
等
な
ど
の
淡
水
魚
の
放

流
を
行
う
こ
と
で
、
川
に
対
す
る

愛
着
心
を
育
み
、
生
活
排
水
・
不

法
投
棄
を
抑
制
し
、
一
層
の
水
質

浄
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
道
事
業
に
つ
い
て

　「
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
」
と
い
う
水
道
事
業
管

理
者
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た

め
、
施
設
の
維
持
管
理
は
も
と
よ

り
、
非
常
時
に
お
い
て
も
住
民
生

活
や
企
業
運
営
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
最
大
の
努
力
を
す
る
と

と
も
に
、
朝
日
堀
水
源
地
の
整
備

及
び
大
木
水
源
地
の
改
修
、
老
朽

管
の
布
設
替
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
運

営
に
あ
た
っ
て
は
、
経
費
の
削
減

に
努
め
、
使
用
料
金
の
収
納
率
及

び
有
収
率
の
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　平
成
３
年
５
月
に
供
用
開
始
し

て
以
後
、
順
調
に
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
中

に
は
、
下
水
道
認
可
区
域
６
５
２
．

４
ｈ
ａ
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。
下
水
道
整
備
の
進
展
に
伴

い
、
維
持
管
理
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
お
り
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
図

り
な
が
ら
、
維
持
管
理
の
質
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
水

洗
化
の
普
及
促
進
活
動
を
行
い
、

下
水
道
利
用
者
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

●
町
営
住
宅
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
に
「
多
度
津
町
町

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
営
住
宅

の
必
要
数
に
見
合
う
住
宅
の
供
給

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
平
成
24
年

度
か
ら
の
10
年
間
で
、
老
朽
化
し

た
住
宅
の
建
替
や
既
存
住
宅
の
改

修
・
修
繕
等
の
施
策
を
具
体
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　交
通
安
全
を
守
る
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
各
種
交
通
安
全

活
動
を
通
じ
て
、
町
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
や
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
の
計
画
的
な
整
備
を
行

い
、
交
通
事
故
抑
止
に
向
け
た
対

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
消
防
・
救
急
体
制
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　消
防
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
防
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、
移

転
改
築
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
昨
年
の
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
消
防
庁
舎
建
設
事

業
基
本
計
画
（
案
）
を
提
議
し
、

ご
承
認
い
た
だ
き
一
定
の
方
向
づ

け
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
協
議
を

煮
詰
め
な
が
ら
消
防
施
設
の
整
備

拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
５

月
末
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移

行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
を
活

用
し
、
無
線
の
基
地
局
部
分
に
つ

い
て
は
丸
亀
市
消
防
本
部
と
共
同

整
備
を
行
い
、
移
動
局
の
本
町
単

独
部
分
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度

繰
越
し
事
業
と
し
て
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
通
信
指
令
業

務
の
共
同
運
用
に
つ
い
て
も
、
丸

亀
市
、
善
通
寺
市
、
多
度
津
町
の

２
市
１
町
で
協
議
会
を
設
置
し
、

指
令
業
務
の
効
率
的
な
運
用
に
向

け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
は
年
々

拡
大
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

追
加
さ
れ
る
見
通
し
で
、
一
層
、

高
度
な
救
命
処
置
が
要
求
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
救
急
救

命
士
の
人
材
育
成
と
再
教
育
に
努

め
、
救
急
業
務
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　県
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
要
幹
線
道
路
の
さ
ぬ
き
浜
街
道
、

多
度
津
丸
亀
線
、
多
度
津
善
通
寺

線
な
ど
暫
時
進
捗
し
て
お
り
ま
す

が
、
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
の
向
上

を
見
据
え
、
県
に
強
く
働
き
か
け

早
期
完
成
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　町
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
ま
す
町

道
１
号
線
の
新
港
橋
耐
震
対
策
工

事
が
今
年
度
で
竣
工
予
定
で
あ
り

ま
す
。
川
西
阿
庄
線
に
つ
い
て
は
、

浜
街
道
ア
ク
セ
ス
の
観
点
か
ら
早

期
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
堀
江
地
区
内
に
あ
る
元

ゴ
ル
フ
練
習
場
跡
地
周
辺
に
お
け

る
交
通
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、

さ
ぬ
き
浜
街
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
平
成
24
年
度
よ
り
町

道
78
号
・
79
号
線
の
拡
幅
工
事
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
栄
町
地

区
で
は
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
町
道
３
５
０
号
線
の
改
良
工

事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　離
島
航
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
し
ょ
部
住
民
の
不
可
欠
な
航
路

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

離
島
振
興
の
主
旨
に
則
り
、
そ
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

　国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
よ
り
効
率
的

で
、
安
全
・
安
定
性
の
高
い
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
行
政
運

営
の
簡
素
化
、
効
率
化
及
び
透
明

性
並
び
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
を
図
り
、
町

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
町
政

情
報
の
提
供
に
努
め
、
さ
ら
な
る

情
報
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
に
や
さ
し
い

　
　
　
　社
会
づ
く
り
の
推
進

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　医
療
費
や
介
護
保
険
へ
の
納
付

金
、
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援

金
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
国

保
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
の

推
進
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
徹
底
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
啓

発
等
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
を
図

り
、
国
保
財
政
の
安
定
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
国
に
お
い
て
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
を
は
じ
め
、

国
保
制
度
の
根
幹
に
係
る
諸
問
題

が
議
論
さ
れ
、
制
度
変
革
に
向
け

た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
情
報
収
集
や
分
析
に
努
め
、

適
切
な
広
報
・
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　一
人
当
た
り
の
医
療
費
や
対
象

者
が
増
加
し
、
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
い
る
中
、
香
川
県
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
で
は
、
基
金
の
取

り
崩
し
等
に
よ
り
、
平
成
24
・
25

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
は
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
健
康

診
査
に
お
け
る
貧
血
や
心
電
図
等

の
追
加
項
目
検
査
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
広
域
連
合
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

　特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
と
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
並
び
に
生
活
習
慣
の
改

善
を
目
的
と
し
て
、
40
歳
以
上
74

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
及
び
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
を

対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
各
種
が
ん
検
診
等
も

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
節
目
年
齢
の

方
に
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配

布
を
継
続
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
に
つ
き
ま
し
て
も
、
節
目
年
齢

の
方
に
無
料
検
診
を
継
続
し
、
受

診
率
向
上
と
健
康
意
識
の
普
及
啓

発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

75
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
を

継
続
し
、
高
齢
者
の
肺
炎
、
気
管

支
炎
等
の
発
症
と
重
症
化
予
防
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

　妊
婦
健
康
診
査
の
内
容
拡
充
に

併
せ
て
、
健
康
診
査
・
健
康
相
談
・

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
等
を

引
き
続
き
実
施
し
、
心
身
と
も
に

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
環
境
整
備
と
、
継
続
し

た
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
多
度
津
町
食
育
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
食

育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

　平
成
23
年
２
月
よ
り
実
施
し
て

い
る
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
緊
急
促
進
事
業
を
継
続
し
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
広
く

接
種
機
会
を
提
供
し
、
疾
病
の
予

防
と
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

　感
染
力
が
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
・
流
行
に
備
え
、

国
の
動
向
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
行
動
計
画
を
注
視
し
な
が

ら
、
医
療
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、

感
染
予
防
と
適
切
な
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

引
き
続
き
、
幅
広
い
活
動
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　本
町
の
高
齢
化
率
は
、
本
年
１

月
１
日
現
在
、
27
．
１
％
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
６
，
３
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
数
の
増
加
や
認

知
症
高
齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、

「
見
守
り
」
「
配
食
」
「
買
い
物
」

な
ど
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
や
権
利
擁
護
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　平
成
24
年
度
か
ら
「
第
５
次
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

介
護
予
防
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

た
め
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
介
護
基
盤
が
充
実

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援

　
　
　
　
　セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

委
託
を
継
続
し
、
高
齢
者
の
多
様

な
相
談
を
総
合
的
に
受
け
止
め
る

窓
口
と
し
て
、
ま
た
、
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
虐
待

や
権
利
擁
護
に
係
る
支
援
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
高
齢
者
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た

め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
確
立
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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●
環
境
衛
生
の
充
実
に
つ
い
て

　循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、

さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
を
図
り
、

ご
み
の
減
量
化
に
有
効
な
生
ご
み

処
理
容
器
購
入
助
成
金
の
活
用
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年

度
か
ら
新
た
に
蛍
光
管
の
収
集
を

行
い
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
野
焼
き
の
防
止
・
啓

発
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

 

「
桃
陵
公
園
」
を
は
じ
め
、
「
堀

江
公
園
」
や
「
桜
の
森
高
原
」
、
「
八

幡
の
森
ほ
た
る
の
里
」
な
ど
は
、

町
民
の
皆
様
に
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、

憩
い
を
与
え
る
空
間
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

元
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
川
に
つ
い
て
は
、
桜
川
流
域
水

環
境
推
進
協
議
会
に
よ
る
環
境
美

化
・
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、
フ
ナ

や
ウ
ナ
ギ
等
な
ど
の
淡
水
魚
の
放

流
を
行
う
こ
と
で
、
川
に
対
す
る

愛
着
心
を
育
み
、
生
活
排
水
・
不

法
投
棄
を
抑
制
し
、
一
層
の
水
質

浄
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
道
事
業
に
つ
い
て

　「
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
」
と
い
う
水
道
事
業
管

理
者
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た

め
、
施
設
の
維
持
管
理
は
も
と
よ

り
、
非
常
時
に
お
い
て
も
住
民
生

活
や
企
業
運
営
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
最
大
の
努
力
を
す
る
と

と
も
に
、
朝
日
堀
水
源
地
の
整
備

及
び
大
木
水
源
地
の
改
修
、
老
朽

管
の
布
設
替
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
運

営
に
あ
た
っ
て
は
、
経
費
の
削
減

に
努
め
、
使
用
料
金
の
収
納
率
及

び
有
収
率
の
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　平
成
３
年
５
月
に
供
用
開
始
し

て
以
後
、
順
調
に
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
中

に
は
、
下
水
道
認
可
区
域
６
５
２
．

４
ｈ
ａ
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。
下
水
道
整
備
の
進
展
に
伴

い
、
維
持
管
理
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
お
り
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
図

り
な
が
ら
、
維
持
管
理
の
質
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
水

洗
化
の
普
及
促
進
活
動
を
行
い
、

下
水
道
利
用
者
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

●
町
営
住
宅
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
に
「
多
度
津
町
町

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
営
住
宅

の
必
要
数
に
見
合
う
住
宅
の
供
給

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
平
成
24
年

度
か
ら
の
10
年
間
で
、
老
朽
化
し

た
住
宅
の
建
替
や
既
存
住
宅
の
改

修
・
修
繕
等
の
施
策
を
具
体
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　交
通
安
全
を
守
る
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
各
種
交
通
安
全

活
動
を
通
じ
て
、
町
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
や
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
の
計
画
的
な
整
備
を
行

い
、
交
通
事
故
抑
止
に
向
け
た
対

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
消
防
・
救
急
体
制
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　消
防
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
防
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、
移

転
改
築
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
昨
年
の
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
消
防
庁
舎
建
設
事

業
基
本
計
画
（
案
）
を
提
議
し
、

ご
承
認
い
た
だ
き
一
定
の
方
向
づ

け
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
協
議
を

煮
詰
め
な
が
ら
消
防
施
設
の
整
備

拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
５

月
末
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移

行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
を
活

用
し
、
無
線
の
基
地
局
部
分
に
つ

い
て
は
丸
亀
市
消
防
本
部
と
共
同

整
備
を
行
い
、
移
動
局
の
本
町
単

独
部
分
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度

繰
越
し
事
業
と
し
て
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
通
信
指
令
業

務
の
共
同
運
用
に
つ
い
て
も
、
丸

亀
市
、
善
通
寺
市
、
多
度
津
町
の

２
市
１
町
で
協
議
会
を
設
置
し
、

指
令
業
務
の
効
率
的
な
運
用
に
向

け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
は
年
々

拡
大
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

追
加
さ
れ
る
見
通
し
で
、
一
層
、

高
度
な
救
命
処
置
が
要
求
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
救
急
救

命
士
の
人
材
育
成
と
再
教
育
に
努

め
、
救
急
業
務
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　県
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
要
幹
線
道
路
の
さ
ぬ
き
浜
街
道
、

多
度
津
丸
亀
線
、
多
度
津
善
通
寺

線
な
ど
暫
時
進
捗
し
て
お
り
ま
す

が
、
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
の
向
上

を
見
据
え
、
県
に
強
く
働
き
か
け

早
期
完
成
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　町
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
ま
す
町

道
１
号
線
の
新
港
橋
耐
震
対
策
工

事
が
今
年
度
で
竣
工
予
定
で
あ
り

ま
す
。
川
西
阿
庄
線
に
つ
い
て
は
、

浜
街
道
ア
ク
セ
ス
の
観
点
か
ら
早

期
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
堀
江
地
区
内
に
あ
る
元

ゴ
ル
フ
練
習
場
跡
地
周
辺
に
お
け

る
交
通
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、

さ
ぬ
き
浜
街
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
平
成
24
年
度
よ
り
町

道
78
号
・
79
号
線
の
拡
幅
工
事
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
栄
町
地

区
で
は
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
町
道
３
５
０
号
線
の
改
良
工

事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　離
島
航
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
し
ょ
部
住
民
の
不
可
欠
な
航
路

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

離
島
振
興
の
主
旨
に
則
り
、
そ
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

　国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
よ
り
効
率
的

で
、
安
全
・
安
定
性
の
高
い
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
行
政
運

営
の
簡
素
化
、
効
率
化
及
び
透
明

性
並
び
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
を
図
り
、
町

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
町
政

情
報
の
提
供
に
努
め
、
さ
ら
な
る

情
報
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
に
や
さ
し
い

　
　
　
　社
会
づ
く
り
の
推
進

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　医
療
費
や
介
護
保
険
へ
の
納
付

金
、
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援

金
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
国

保
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
の

推
進
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
徹
底
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
啓

発
等
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
を
図

り
、
国
保
財
政
の
安
定
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
国
に
お
い
て
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
を
は
じ
め
、

国
保
制
度
の
根
幹
に
係
る
諸
問
題

が
議
論
さ
れ
、
制
度
変
革
に
向
け

た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
情
報
収
集
や
分
析
に
努
め
、

適
切
な
広
報
・
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　一
人
当
た
り
の
医
療
費
や
対
象

者
が
増
加
し
、
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
い
る
中
、
香
川
県
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
で
は
、
基
金
の
取

り
崩
し
等
に
よ
り
、
平
成
24
・
25

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
は
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
健
康

診
査
に
お
け
る
貧
血
や
心
電
図
等

の
追
加
項
目
検
査
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
広
域
連
合
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

　特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
と
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
並
び
に
生
活
習
慣
の
改

善
を
目
的
と
し
て
、
40
歳
以
上
74

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
及
び
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
を

対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
各
種
が
ん
検
診
等
も

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
節
目
年
齢
の

方
に
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配

布
を
継
続
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
に
つ
き
ま
し
て
も
、
節
目
年
齢

の
方
に
無
料
検
診
を
継
続
し
、
受

診
率
向
上
と
健
康
意
識
の
普
及
啓

発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

75
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
を

継
続
し
、
高
齢
者
の
肺
炎
、
気
管

支
炎
等
の
発
症
と
重
症
化
予
防
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

　妊
婦
健
康
診
査
の
内
容
拡
充
に

併
せ
て
、
健
康
診
査
・
健
康
相
談
・

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
等
を

引
き
続
き
実
施
し
、
心
身
と
も
に

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
環
境
整
備
と
、
継
続
し

た
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
多
度
津
町
食
育
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
食

育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

　平
成
23
年
２
月
よ
り
実
施
し
て

い
る
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
緊
急
促
進
事
業
を
継
続
し
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
広
く

接
種
機
会
を
提
供
し
、
疾
病
の
予

防
と
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

　感
染
力
が
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
・
流
行
に
備
え
、

国
の
動
向
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
行
動
計
画
を
注
視
し
な
が

ら
、
医
療
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、

感
染
予
防
と
適
切
な
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

引
き
続
き
、
幅
広
い
活
動
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　本
町
の
高
齢
化
率
は
、
本
年
１

月
１
日
現
在
、
27
．
１
％
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
６
，
３
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
数
の
増
加
や
認

知
症
高
齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、

「
見
守
り
」
「
配
食
」
「
買
い
物
」

な
ど
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
や
権
利
擁
護
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　平
成
24
年
度
か
ら
「
第
５
次
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

介
護
予
防
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

た
め
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
介
護
基
盤
が
充
実

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援

　
　
　
　
　セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

委
託
を
継
続
し
、
高
齢
者
の
多
様

な
相
談
を
総
合
的
に
受
け
止
め
る

窓
口
と
し
て
、
ま
た
、
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
虐
待

や
権
利
擁
護
に
係
る
支
援
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
高
齢
者
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た

め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
確
立
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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●
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　本
町
の
障
が
い
福
祉
を
推
進
す

る
た
め
の
指
針
と
な
る
新
た
な
「
第

３
次
多
度
津
町
障
害
者
基
本
計
画
」

及
び
「
第
３
次
多
度
津
町
障
害
福

祉
計
画
」
の
も
と
に
、
障
が
い
者

一
人
ひ
と
り
の
意
思
や
ニ
ー
ズ
を

尊
重
し
、
よ
り
一
層
障
が
い
者
の

福
祉
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　児
童
福
祉
に
つ
い
て

　少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
策

を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
22

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
多
度

津
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
保
育
所
へ

の
入
所
利
用
機
会
の
確
保
、
特
別

保
育
の
積
極
的
推
進
や
７
歳
未
満

児
へ
の
乳
幼
児
医
療
制
度
な
ど
、

子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
保
育
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料

免
除
な
ど
の
支
援
制
度
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
保
護
者
の
負
担
も
国
の
徴

収
基
準
の
６
割
程
度
に
抑
制
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経
済
的

側
面
か
ら
の
子
育
て
支
援
策
も
踏

ま
え
、
今
後
と
も
適
切
な
負
担
割

合
の
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
豊
か
な
心
を
育
て
る

　
　
　
　教
育
と
文
化
の
創
出

●
幼
稚
園
・
学
校
施
設
の

　
　
　
　
　
　耐
震
化
に
つ
い
て

　学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
度
津
小
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
を
は

じ
め
と
し
て
、
耐
震
性
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
で
は
、
平
成
23
年
度
繰
越
し

事
業
と
し
て
、
四
箇
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
耐
震
工
事
を
実
施
す
る

と
と
と
も
に
、
多
度
津
幼
稚
園
の

耐
震
診
断
・
補
強
計
画
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
の
改
築

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
度

に
策
定
し
ま
し
た
「
多
度
津
中
学

校
改
築
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

を
ベ
ー
ス
に
、
本
年
７
月
上
旬
を

目
標
に
「
同
基
本
設
計
」
策
定
に

向
け
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
次
代
を
担
う
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
子
ど
も
育
成
・
教
育

環
境
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
将
来

性
も
踏
ま
え
、
通
学
区
域
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
幼
稚
園
・
学
校
教
育
に
つ
い
て

　一
昨
年
よ
り
、
各
学
校
・
園
に

お
い
て
、「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
や

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
な
ど
へ
の
対

応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
以
降
も
「
連
携
」
を
ベ

ー
ス
と
し
た
教
育
関
連
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学

力
の
二
極
化
に
対
応
す
る
た
め
、

各
学
校
に
引
き
続
き
「
学
力
向
上

支
援
補
助
員
」
を
配
置
し
、
学
力

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
国
語
・
算
数
の
理
解

力
・
応
用
力
の
強
化
、
学
力
の
向

上
と
体
力
づ
く
り
に
重
点
を
置
い

て
ま
い
り
ま
す
。
通
常
学
級
に
お

い
て
も
「
特
別
支
援
補
助
員
」
を

引
き
続
き
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　外
国
語
指
導
助
手
を
町
内
小
学

校
へ
引
き
続
き
派
遣
し
、
中
学
校

英
語
教
育
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続

を
促
す
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
で
積
極
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
涵
養
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た

教
育
活
動
が
推
進
で
き
る
よ
う
、

幼
・
小
・
中
の
情
報
シ
ス
テ
ム
環

境
を
整
備
し
、
校
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確

立
の
た
め
、
地
元
生
産
者
の
方
々

が
生
産
し
た
安
全
・
安
心
な
野
菜

を
使
用
し
た
給
食
の
充
実
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
活
き
た
教
材
を
活

用
し
た
「
食
育
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

み
な
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
社
会
、

関
係
団
体
の
理
解
や
支
援
な
ど
、

地
域
全
体
が
一
丸
と
な
っ
た
対
応

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
多
度
津
中
学
校

へ
は
生
徒
指
導
を
担
当
す
る
法
務

監
を
引
き
続
き
配
置
し
て
、
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
連
携
を

と
り
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋
」を

本
年
度
も
実
施
し
、
他
校
の
児
童
、

高
齢
者
等
異
世
代
・
異
年
齢
と
の

３
日
間
の
共
同
生
活
や
交
流
活
動

を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
、
ふ
る
さ
と
と
人
を
愛
す
る

子
ど
も
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

●
青
年
教
育
に
つ
い
て

　永
ら
く
夏
に
実
施
し
て
い
た

「
成
人
式
」
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
や
県
内
の
実
施
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
一
昨
年
か
ら
は
、

新
成
人
で
組
織
す
る
「
成
人
式
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
中
心
と

し
た
企
画
で
１
月
に
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
こ
れ

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
家
庭
教
育
に
つ
い
て

　学
齢
期
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

も
対
象
に
、
家
庭
教
育
や
子
育
て

の
仕
方
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

学
習
機
会
を
持
つ
こ
と
で
積
極
的

な
啓
発
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

　５
月
に
は
14
回
目
の
参
加
と
な

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
は
じ

め
、
「
町
民
あ
る
け
あ
る
け
大
会
」

や
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
す

る
各
種
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
や
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
指
導
者
の
育
成
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化
に
つ
い
て

　芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会
を

設
け
る
た
め
、
図
書
館
で
は
、
親

子
読
書
会
や
読
み
聞
か
せ
会
な
ど

を
積
極
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
併

せ
、
「
林
求
馬
邸
」
を
核
と
し
た

町
文
化
財
の
保
存
及
び
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
公
民
館
で
は
、

地
域
学
習
及
び
交
流
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
芸
術
祭
、
芸
能
文
化
祭
、

地
区
文
化
祭
な
ど
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
会
館
で
は
、

多
様
な
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

し
、
資
料
館
で
は
、
魅
力
あ
る
テ

ー
マ
設
定
と
企
画
展
の
開
催
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
際
化
へ
の
対
応
と

　
　交
流
活
動
の
展
開
に
つ
い
て

　平
成
４
年
か
ら
実
施
し
て
き
ま

し
た
小
・
中
学
生
に
よ
る
普
陀
区

と
の
友
好
交
流
は
、
一
定
の
役
割

を
果
た
し
成
果
も
十
分
に
得
ら
れ

ま
し
た
が
、
国
際
情
勢
の
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識

の
変
化
な
ど
か
ら
、
平
成
24
年
度

は
、
地
域
の
選
定
を
含
め
た
新
た

な
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　観
光
と
産
業
の
創
造

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

　国
に
お
い
て
は
、
耕
作
者
の
地

位
の
安
定
と
食
料
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、
そ
の
重
要
な
生
産
基

盤
で
あ
る
農
地
に
つ
い
て
、
転
用

規
制
の
厳
格
化
な
ど
に
よ
り
そ
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
農
地
の

貸
借
に
係
る
規
制
の
見
直
し
、
面

的
な
利
用
集
積
を
図
る
事
業
の
創

設
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
有
効
利
用

を
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

　本
町
に
つ
き
ま
し
て
も
、水
田
・

畑
地
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
改
正
農
地
法
等
の
も
と
で
農

業
振
興
地
域
の
見
直
し
を
行
い
、

優
良
農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
対

策
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認

定
農
業
者
・
農
業
法
人
の
経
営
合

理
化
に
必
要
な
資
器
材
の
導
入
に

つ
い
て
、
国
や
県
と
と
も
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業

委
員
会
や
多
度
津
町
地
域
農
業
再

生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

と
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
拡
大
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多

度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
イ
チ
ジ
ク
栽
培
の
支
援
を

行
う
な
ど
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
水
産
業
に
つ
い
て

　カ
ワ
ウ
の
異
常
発
生
等
に
よ
る

漁
場
環
境
の
悪
化
に
伴
う
漁
獲
量

の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
や
漁
業
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
さ
ら

に
は
燃
料
の
高
騰
等
に
よ
り
、
水

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
必
ず
し

も
良
好
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
町
内
及
び

近
隣
の
漁
業
協
同
組
合
と
協
調
し

な
が
ら
、
カ
ワ
ウ
対
策
事
業
を
行

う
と
と
も
に
、
養
殖
事
業
・
稚
魚

放
流
事
業
に
協
力
し
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
水
産
業
の
振
興
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

淡
水
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎

年
、
桜
川
に
淡
水
魚
の
放
流
事
業

な
ど
を
実
施
し
、
環
境
美
化
等
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

●
商
工
業
に
つ
い
て

　未
だ
先
の
見
え
な
い
経
済
不
況

の
中
、
企
業
の
経
営
状
態
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
迅
速

な
認
定
や
、
中
小
企
業
融
資
制
度

の
活
用
に
よ
る
商
店
主
や
企
業
へ

の
支
援
を
行
い
、
多
度
津
商
工
会

議
所
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら
事
業
展

開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
観
光
に
つ
い
て

　中
讃
圏
内
の
市
町
及
び
観
光
協

会
な
ど
で
結
成
し
て
い
る
中
讃
広

域
観
光
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
参
加
し
交
流

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
高
松
空
港
に
開
設
さ
れ
て
い

る
「
空
の
駅
か
が
わ
」
に
お
い
て
、

本
町
の
特
産
物
の
紹
介
を
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

携
帯
電
話
サ
イ
ト
、
カ
ー
ナ
ビ
等

の
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
、
町
の
観
光

施
設
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　「
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
よ
り
花
火
大

会
と
総
踊
り
を
１
日
開
催
と
し
、

商
店
街
に
食
べ
物
広
場
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
新
た
な
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
ま
ち
歩
き
観
光
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
多
度
津
商
工
会
議
所
や

実
施
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
町

の
歴
史
や
産
業
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
地
域
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
に

開
催
さ
れ
る
『
第
２
回
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
』
開
催
に
向
け
、
町
内

へ
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
べ

く
、
現
在
あ
る
資
源
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
資
源
の

発
掘
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　行
財
政
へ
の
変
革

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　形
成
に
つ
い
て

　平
成
22
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
た
ど
つ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
男
女
が
と
も
に
個
性
と
能

力
を
活
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
各
種

団
体
と
連
携
し
、
研
修
や
啓
発
を

通
じ
て
、
町
民
皆
様
と
と
も
に
男

女
共
同
参
画
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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●
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　本
町
の
障
が
い
福
祉
を
推
進
す

る
た
め
の
指
針
と
な
る
新
た
な
「
第

３
次
多
度
津
町
障
害
者
基
本
計
画
」

及
び
「
第
３
次
多
度
津
町
障
害
福

祉
計
画
」
の
も
と
に
、
障
が
い
者

一
人
ひ
と
り
の
意
思
や
ニ
ー
ズ
を

尊
重
し
、
よ
り
一
層
障
が
い
者
の

福
祉
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　児
童
福
祉
に
つ
い
て

　少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
策

を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
22

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
多
度

津
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
保
育
所
へ

の
入
所
利
用
機
会
の
確
保
、
特
別

保
育
の
積
極
的
推
進
や
７
歳
未
満

児
へ
の
乳
幼
児
医
療
制
度
な
ど
、

子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
保
育
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料

免
除
な
ど
の
支
援
制
度
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
保
護
者
の
負
担
も
国
の
徴

収
基
準
の
６
割
程
度
に
抑
制
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経
済
的

側
面
か
ら
の
子
育
て
支
援
策
も
踏

ま
え
、
今
後
と
も
適
切
な
負
担
割

合
の
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
豊
か
な
心
を
育
て
る

　
　
　
　教
育
と
文
化
の
創
出

●
幼
稚
園
・
学
校
施
設
の

　
　
　
　
　
　耐
震
化
に
つ
い
て

　学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
度
津
小
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
を
は

じ
め
と
し
て
、
耐
震
性
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
で
は
、
平
成
23
年
度
繰
越
し

事
業
と
し
て
、
四
箇
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
耐
震
工
事
を
実
施
す
る

と
と
と
も
に
、
多
度
津
幼
稚
園
の

耐
震
診
断
・
補
強
計
画
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
の
改
築

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
度

に
策
定
し
ま
し
た
「
多
度
津
中
学

校
改
築
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

を
ベ
ー
ス
に
、
本
年
７
月
上
旬
を

目
標
に
「
同
基
本
設
計
」
策
定
に

向
け
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
次
代
を
担
う
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
子
ど
も
育
成
・
教
育

環
境
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
将
来

性
も
踏
ま
え
、
通
学
区
域
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
幼
稚
園
・
学
校
教
育
に
つ
い
て

　一
昨
年
よ
り
、
各
学
校
・
園
に

お
い
て
、「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
や

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
な
ど
へ
の
対

応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
以
降
も
「
連
携
」
を
ベ

ー
ス
と
し
た
教
育
関
連
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学

力
の
二
極
化
に
対
応
す
る
た
め
、

各
学
校
に
引
き
続
き
「
学
力
向
上

支
援
補
助
員
」
を
配
置
し
、
学
力

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
国
語
・
算
数
の
理
解

力
・
応
用
力
の
強
化
、
学
力
の
向

上
と
体
力
づ
く
り
に
重
点
を
置
い

て
ま
い
り
ま
す
。
通
常
学
級
に
お

い
て
も
「
特
別
支
援
補
助
員
」
を

引
き
続
き
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　外
国
語
指
導
助
手
を
町
内
小
学

校
へ
引
き
続
き
派
遣
し
、
中
学
校

英
語
教
育
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続

を
促
す
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
で
積
極
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
涵
養
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た

教
育
活
動
が
推
進
で
き
る
よ
う
、

幼
・
小
・
中
の
情
報
シ
ス
テ
ム
環

境
を
整
備
し
、
校
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確

立
の
た
め
、
地
元
生
産
者
の
方
々

が
生
産
し
た
安
全
・
安
心
な
野
菜

を
使
用
し
た
給
食
の
充
実
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
活
き
た
教
材
を
活

用
し
た
「
食
育
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

み
な
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
社
会
、

関
係
団
体
の
理
解
や
支
援
な
ど
、

地
域
全
体
が
一
丸
と
な
っ
た
対
応

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
多
度
津
中
学
校

へ
は
生
徒
指
導
を
担
当
す
る
法
務

監
を
引
き
続
き
配
置
し
て
、
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
連
携
を

と
り
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋
」を

本
年
度
も
実
施
し
、
他
校
の
児
童
、

高
齢
者
等
異
世
代
・
異
年
齢
と
の

３
日
間
の
共
同
生
活
や
交
流
活
動

を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
、
ふ
る
さ
と
と
人
を
愛
す
る

子
ど
も
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

●
青
年
教
育
に
つ
い
て

　永
ら
く
夏
に
実
施
し
て
い
た

「
成
人
式
」
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
や
県
内
の
実
施
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
一
昨
年
か
ら
は
、

新
成
人
で
組
織
す
る
「
成
人
式
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
中
心
と

し
た
企
画
で
１
月
に
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
こ
れ

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
家
庭
教
育
に
つ
い
て

　学
齢
期
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

も
対
象
に
、
家
庭
教
育
や
子
育
て

の
仕
方
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

学
習
機
会
を
持
つ
こ
と
で
積
極
的

な
啓
発
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

　５
月
に
は
14
回
目
の
参
加
と
な

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
は
じ

め
、
「
町
民
あ
る
け
あ
る
け
大
会
」

や
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
す

る
各
種
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
や
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
指
導
者
の
育
成
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化
に
つ
い
て

　芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会
を

設
け
る
た
め
、
図
書
館
で
は
、
親

子
読
書
会
や
読
み
聞
か
せ
会
な
ど

を
積
極
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
併

せ
、
「
林
求
馬
邸
」
を
核
と
し
た

町
文
化
財
の
保
存
及
び
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
公
民
館
で
は
、

地
域
学
習
及
び
交
流
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
芸
術
祭
、
芸
能
文
化
祭
、

地
区
文
化
祭
な
ど
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
会
館
で
は
、

多
様
な
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

し
、
資
料
館
で
は
、
魅
力
あ
る
テ

ー
マ
設
定
と
企
画
展
の
開
催
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
際
化
へ
の
対
応
と

　
　交
流
活
動
の
展
開
に
つ
い
て

　平
成
４
年
か
ら
実
施
し
て
き
ま

し
た
小
・
中
学
生
に
よ
る
普
陀
区

と
の
友
好
交
流
は
、
一
定
の
役
割

を
果
た
し
成
果
も
十
分
に
得
ら
れ

ま
し
た
が
、
国
際
情
勢
の
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識

の
変
化
な
ど
か
ら
、
平
成
24
年
度

は
、
地
域
の
選
定
を
含
め
た
新
た

な
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　観
光
と
産
業
の
創
造

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

　国
に
お
い
て
は
、
耕
作
者
の
地

位
の
安
定
と
食
料
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、
そ
の
重
要
な
生
産
基

盤
で
あ
る
農
地
に
つ
い
て
、
転
用

規
制
の
厳
格
化
な
ど
に
よ
り
そ
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
農
地
の

貸
借
に
係
る
規
制
の
見
直
し
、
面

的
な
利
用
集
積
を
図
る
事
業
の
創

設
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
有
効
利
用

を
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

　本
町
に
つ
き
ま
し
て
も
、水
田
・

畑
地
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
改
正
農
地
法
等
の
も
と
で
農

業
振
興
地
域
の
見
直
し
を
行
い
、

優
良
農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
対

策
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認

定
農
業
者
・
農
業
法
人
の
経
営
合

理
化
に
必
要
な
資
器
材
の
導
入
に

つ
い
て
、
国
や
県
と
と
も
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業

委
員
会
や
多
度
津
町
地
域
農
業
再

生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

と
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
拡
大
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多

度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
イ
チ
ジ
ク
栽
培
の
支
援
を

行
う
な
ど
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
水
産
業
に
つ
い
て

　カ
ワ
ウ
の
異
常
発
生
等
に
よ
る

漁
場
環
境
の
悪
化
に
伴
う
漁
獲
量

の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
や
漁
業
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
さ
ら

に
は
燃
料
の
高
騰
等
に
よ
り
、
水

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
必
ず
し

も
良
好
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
町
内
及
び

近
隣
の
漁
業
協
同
組
合
と
協
調
し

な
が
ら
、
カ
ワ
ウ
対
策
事
業
を
行

う
と
と
も
に
、
養
殖
事
業
・
稚
魚

放
流
事
業
に
協
力
し
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
水
産
業
の
振
興
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

淡
水
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎

年
、
桜
川
に
淡
水
魚
の
放
流
事
業

な
ど
を
実
施
し
、
環
境
美
化
等
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

●
商
工
業
に
つ
い
て

　未
だ
先
の
見
え
な
い
経
済
不
況

の
中
、
企
業
の
経
営
状
態
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
迅
速

な
認
定
や
、
中
小
企
業
融
資
制
度

の
活
用
に
よ
る
商
店
主
や
企
業
へ

の
支
援
を
行
い
、
多
度
津
商
工
会

議
所
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら
事
業
展

開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
観
光
に
つ
い
て

　中
讃
圏
内
の
市
町
及
び
観
光
協

会
な
ど
で
結
成
し
て
い
る
中
讃
広

域
観
光
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
参
加
し
交
流

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
高
松
空
港
に
開
設
さ
れ
て
い

る
「
空
の
駅
か
が
わ
」
に
お
い
て
、

本
町
の
特
産
物
の
紹
介
を
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

携
帯
電
話
サ
イ
ト
、
カ
ー
ナ
ビ
等

の
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
、
町
の
観
光

施
設
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　「
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
よ
り
花
火
大

会
と
総
踊
り
を
１
日
開
催
と
し
、

商
店
街
に
食
べ
物
広
場
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
新
た
な
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
ま
ち
歩
き
観
光
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
多
度
津
商
工
会
議
所
や

実
施
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
町

の
歴
史
や
産
業
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
地
域
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
に

開
催
さ
れ
る
『
第
２
回
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
』
開
催
に
向
け
、
町
内

へ
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
べ

く
、
現
在
あ
る
資
源
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
資
源
の

発
掘
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　行
財
政
へ
の
変
革

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　形
成
に
つ
い
て

　平
成
22
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
た
ど
つ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
男
女
が
と
も
に
個
性
と
能

力
を
活
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
各
種

団
体
と
連
携
し
、
研
修
や
啓
発
を

通
じ
て
、
町
民
皆
様
と
と
も
に
男

女
共
同
参
画
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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介護保険料のお知らせ介護保険料のお知らせ 施政方針施政方針

第１号
保険料
20％

公費
50％

公費
50％

第１号
保険料
21％

第２号
保険料
30％

第２号
保険料
29％

介護保険事業計画の見直しに基づき　 介護保険料が変わります！
　介護保険の財源は、公費と保険料で５０％ずつまかなっています。
　保険料のうち、４０歳から６４歳の人（第２号被保険者）の保険料は２９％、６５歳以上の
人（第１号被保険者）の保険料は２１％を負担し、社会全体で制度を支えるしくみになってい
ます。近年の多度津町の介護サービスに必要な費用は、毎年１億円ずつの増加傾向であります。

　●第１号被保険者の介護保険料（平成２４年度～平成２６年度）

　●基準額は、所得段階の「第４段階」の額にあたります。
　　その基準をもとに、所得によって１～６段階の保険料に分かれますが、第４段階を細分化
　　しています。

多度津町の基準額　５４，０００円　（月額４，５００円）

平成２４年４月の介護保険関係法改正点
●第１号被保険者と第２号被保険者
　の負担割合
●第６段階の所得金額が２００万円
　から１９０万円に改正

第１段階

第２段階

第３段階

第５段階

第６段階

対象となる人

27,000円

27,000円

40,500円

×0.5

×0.5

×0.75

本人及び世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金受
給者または生活保護の受給者
本人及び世帯全員が町民税非課税かつ公的年金等収入
額＋合計所得金額が８０万円以下の方
本人及び世帯全員が町民税非課税で、第２段階に該当
しない方
本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がい
る方のうち、公的年金収入額＋合計所得金額が８０万
円以下の方
本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がい
る方
本人が町民税課税で、本人の合計所得金額は１９０万
円未満の方
本人が町民税課税で、本人の合計所得金額は１９０万
円以上の方

所得段階 保険料の調整率 保険料（年額）

×1.25

×1.5

67,500円

81,000円

第４段階
×0.875

基準額

47,250円

54,000円

平成21～23年度 平成24～26年度

●
人
権
の
確
立
・
尊
重
に
つ
い
て

　「
人
権
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の

人
間
に
保
障
さ
れ
た
当
然
の
権
利

で
あ
り
、
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
速
や
か
な
解
決
は
、

行
政
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

香
川
県
や
近
隣
市
町
、
さ
ら
に
関

係
団
体
と
連
携
・
協
調
を
図
り
、

積
極
的
な
人
権
啓
発
と
人
権
教
育

を
展
開
し
、
問
題
の
解
決
に
向
け
、

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　少
子
高
齢
化
や
社
会
の
高
度
化
・

多
様
化
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
住
民
と
行
政
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
の
課
題
や
目
標

を
町
民
の
皆
様
と
共
有
で
き
る
よ

う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
各
地

区
に
お
い
て
「
町
民
対
話
集
会
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）

　
　
　
　
　
　の
育
成
に
つ
い
て

　自
然
災
害
へ
の
対
応
、
犯
罪
の

未
然
防
止
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

は
、
日
に
日
に
重
要
度
を
増
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
的
組
織

が
、
主
体
的
に
地
域
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
支
援

や
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
定
住
自
立
圏
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　宣
言
中
心
市
と
そ
の
周
辺
市
町

が
様
々
な
分
野
で
連
携
し
、
人
口

定
住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能

の
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
ま
す
。
中
讃
エ
リ
ア
で
は
、

昨
年
７
月
１
日
、
丸
亀
市
が
中
心

市
宣
言
を
行
い
、
丸
亀
市
、
善
通

寺
市
、
ま
ん
の
う
町
、
琴
平
町
、

多
度
津
町
の
２
市
３
町
に
よ
り
、

定
住
自
立
圏
形
成
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
連
携
す
べ
き
取
り
組

み
内
容
の
協
議
・
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　今
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
丸

亀
市
と
本
町
が
お
互
い
に
役
割
分

担
を
し
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
事

項
と
し
て
「
生
活
機
能
」
「
結
び
つ

き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
圏
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
」
の
３
分
野
の
取
り

組
み
を
推
進
す
べ
く
、
「
定
住
自

立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書
（
素

案
）
」
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
有
識
者
で
構
成
す
る
懇
談

会
を
設
置
し
、
議
会
の
皆
様
と
も

協
議
し
な
が
ら
、
「
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　行
財
政
の
推
進

　本
町
は
、
平
成
10
年
度
に
「
第

１
次
多
度
津
町
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
そ
の
後
３
回
に
わ
た

り
改
訂
を
行
い
、
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
や
人
口
減
少
時
代
の

到
来
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、

基
礎
自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
も
よ
り
多
様

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
24
年
度
に

は
、
総
務
課
の
企
画
部
門
を
よ
り

充
実
し
、
機
構
改
革
の
さ
ら
な
る

検
討
や
適
正
な
人
事
配
置
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
高
い
使
命
感
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
持
ち
、
組
織
の
力
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
多
角
的
な

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
多
度
津
町
中
期
財
政
計
画
（
平

成
20
年
度
〜
平
成
24
年
度
）
」
に

沿
っ
た
財
政
運
営
を
図
り
つ
つ
、

平
成
24
年
度
中
で
の
計
画
の
見
直

し
を
見
据
え
な
が
ら
、
適
切
な
収

支
の
見
通
し
を
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
財
源
を
生
み

出
す
施
策
と
し
ま
し
て
、
町
有
未

利
用
地
の
貸
付
け
や
売
却
、
土
地

開
発
公
社
が
所
有
す
る
土
地
の
利

活
用
、
さ
ら
に
は
企
業
誘
致
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

４
指
標
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
22
年
度
決
算
に
係
る
実
質
公
債

費
比
率
が
１
４
．
４
％
と
前
年
度

比
１
．
５
％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
１
９
６
．
９
％
と
前
年
度
に

比
べ
て
６
４
．
９
％
と
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

県
内
で
は
一
番
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら

の
指
標
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
施
策
や
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
り
、
財
源
の
効
果

的
・
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　役
職
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
、

本
町
の
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
像
、

「
せ
せ
ら
ぎ
と
や
す
ら
ぎ

　み
ん

な
で
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　議
員
皆
様
並
び
に
町
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
下
の
厳
し

い
諸
情
勢
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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介護保険料のお知らせ介護保険料のお知らせ 施政方針施政方針

第１号
保険料
20％

公費
50％

公費
50％

第１号
保険料
21％

第２号
保険料
30％

第２号
保険料
29％

介護保険事業計画の見直しに基づき　 介護保険料が変わります！
　介護保険の財源は、公費と保険料で５０％ずつまかなっています。
　保険料のうち、４０歳から６４歳の人（第２号被保険者）の保険料は２９％、６５歳以上の
人（第１号被保険者）の保険料は２１％を負担し、社会全体で制度を支えるしくみになってい
ます。近年の多度津町の介護サービスに必要な費用は、毎年１億円ずつの増加傾向であります。

　●第１号被保険者の介護保険料（平成２４年度～平成２６年度）

　●基準額は、所得段階の「第４段階」の額にあたります。
　　その基準をもとに、所得によって１～６段階の保険料に分かれますが、第４段階を細分化
　　しています。

多度津町の基準額　５４，０００円　（月額４，５００円）

平成２４年４月の介護保険関係法改正点
●第１号被保険者と第２号被保険者
　の負担割合
●第６段階の所得金額が２００万円
　から１９０万円に改正

第１段階

第２段階

第３段階

第５段階

第６段階

対象となる人

27,000円

27,000円

40,500円

×0.5

×0.5

×0.75

本人及び世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金受
給者または生活保護の受給者
本人及び世帯全員が町民税非課税かつ公的年金等収入
額＋合計所得金額が８０万円以下の方
本人及び世帯全員が町民税非課税で、第２段階に該当
しない方
本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がい
る方のうち、公的年金収入額＋合計所得金額が８０万
円以下の方
本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がい
る方
本人が町民税課税で、本人の合計所得金額は１９０万
円未満の方
本人が町民税課税で、本人の合計所得金額は１９０万
円以上の方

所得段階 保険料の調整率 保険料（年額）

×1.25

×1.5

67,500円

81,000円

第４段階
×0.875

基準額

47,250円

54,000円

平成21～23年度 平成24～26年度

●
人
権
の
確
立
・
尊
重
に
つ
い
て

　「
人
権
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の

人
間
に
保
障
さ
れ
た
当
然
の
権
利

で
あ
り
、
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
速
や
か
な
解
決
は
、

行
政
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

香
川
県
や
近
隣
市
町
、
さ
ら
に
関

係
団
体
と
連
携
・
協
調
を
図
り
、

積
極
的
な
人
権
啓
発
と
人
権
教
育

を
展
開
し
、
問
題
の
解
決
に
向
け
、

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　少
子
高
齢
化
や
社
会
の
高
度
化
・

多
様
化
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
住
民
と
行
政
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
の
課
題
や
目
標

を
町
民
の
皆
様
と
共
有
で
き
る
よ

う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
各
地

区
に
お
い
て
「
町
民
対
話
集
会
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）

　
　
　
　
　
　の
育
成
に
つ
い
て

　自
然
災
害
へ
の
対
応
、
犯
罪
の

未
然
防
止
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

は
、
日
に
日
に
重
要
度
を
増
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
的
組
織

が
、
主
体
的
に
地
域
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
支
援

や
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
定
住
自
立
圏
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　宣
言
中
心
市
と
そ
の
周
辺
市
町

が
様
々
な
分
野
で
連
携
し
、
人
口

定
住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能

の
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
ま
す
。
中
讃
エ
リ
ア
で
は
、

昨
年
７
月
１
日
、
丸
亀
市
が
中
心

市
宣
言
を
行
い
、
丸
亀
市
、
善
通

寺
市
、
ま
ん
の
う
町
、
琴
平
町
、

多
度
津
町
の
２
市
３
町
に
よ
り
、

定
住
自
立
圏
形
成
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
連
携
す
べ
き
取
り
組

み
内
容
の
協
議
・
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　今
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
丸

亀
市
と
本
町
が
お
互
い
に
役
割
分

担
を
し
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
事

項
と
し
て
「
生
活
機
能
」
「
結
び
つ

き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
圏
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
」
の
３
分
野
の
取
り

組
み
を
推
進
す
べ
く
、
「
定
住
自

立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書
（
素

案
）
」
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
有
識
者
で
構
成
す
る
懇
談

会
を
設
置
し
、
議
会
の
皆
様
と
も

協
議
し
な
が
ら
、
「
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　行
財
政
の
推
進

　本
町
は
、
平
成
10
年
度
に
「
第

１
次
多
度
津
町
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
そ
の
後
３
回
に
わ
た

り
改
訂
を
行
い
、
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
や
人
口
減
少
時
代
の

到
来
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、

基
礎
自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
も
よ
り
多
様

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
24
年
度
に

は
、
総
務
課
の
企
画
部
門
を
よ
り

充
実
し
、
機
構
改
革
の
さ
ら
な
る

検
討
や
適
正
な
人
事
配
置
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
高
い
使
命
感
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
持
ち
、
組
織
の
力
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
多
角
的
な

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
多
度
津
町
中
期
財
政
計
画
（
平

成
20
年
度
〜
平
成
24
年
度
）
」
に

沿
っ
た
財
政
運
営
を
図
り
つ
つ
、

平
成
24
年
度
中
で
の
計
画
の
見
直

し
を
見
据
え
な
が
ら
、
適
切
な
収

支
の
見
通
し
を
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
財
源
を
生
み

出
す
施
策
と
し
ま
し
て
、
町
有
未

利
用
地
の
貸
付
け
や
売
却
、
土
地

開
発
公
社
が
所
有
す
る
土
地
の
利

活
用
、
さ
ら
に
は
企
業
誘
致
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

４
指
標
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
22
年
度
決
算
に
係
る
実
質
公
債

費
比
率
が
１
４
．
４
％
と
前
年
度

比
１
．
５
％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
１
９
６
．
９
％
と
前
年
度
に

比
べ
て
６
４
．
９
％
と
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

県
内
で
は
一
番
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら

の
指
標
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
施
策
や
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
り
、
財
源
の
効
果

的
・
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　役
職
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
、

本
町
の
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
像
、

「
せ
せ
ら
ぎ
と
や
す
ら
ぎ

　み
ん

な
で
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　議
員
皆
様
並
び
に
町
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
下
の
厳
し

い
諸
情
勢
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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道
上
眞
由
美
（
　
庄
　
）

　
大
谷
　
照
八
（
堀
　
江
）

　
高
田
　
光
則
（
栄
　
町
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
ボ

　
ン
ソ
ワ
ー
ル
、
多
度
津
ラ
イ
オ

　
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
多
度
津
町
民
生

　
委
員
児
童
委
員
（
多
度
津
Ａ
）
、

　
多
度
津
地
区
社
協
母
子
保
健
福

　
祉
部
会
、
香
川
県
共
同
募
金
会

（
11
月
分
）

　
山
下
賢
一
郎
（
南
　
鴨
）

　
西
山
　
悦
子
（
　
庄
　
）

　
詫
間
　
正
美
（
山
　
階
）

　
津
村
　
盛
枝
（
　
庄
　
）

　
栗
林
　
泰
秀
（
綾
川
町
）

　
三
木
　
照
江
（
　
庄
　
）

　
大
山
扶
美
代
（
東
白
方
）

　
秋
山
　
加
代
（
見
　
立
）

　
西
岡
喜
美
代
（
　
庄
　
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
伊
豫
　
道
子
（
本
　
通
）

　
杉
内
　
一
代
（
山
　
階
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
山
本
　
長
子
（
堀
　
江
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
学

　
園
台
団
地
自
治
会
、
う
ぶ
す
な

　
園
、
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童

　
員
（
多
度
津
Ｂ
）

（
12
月
分
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
末
峰
　
輝
昭
（
桜
　
川
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
山
地
　
善
紀
（
東
白
方
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
詫
間
　
正
美
（
山
　
階
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
三
木
　
照
江
（
　
庄
　
）

　
福
家
　
　
寛
（
琴
平
町
）

　
真
鍋
利
加
子
（
三
豊
市
）

　
黒
木
　
三
恵
（
善
通
寺
市
）

　
西
山
　
洋
子
（
西
白
方
）

　
藤
村
　
美
紀
（
家
　
中
）

　
戸
田
　
崇
貴
（
三
豊
市
）

　
白
川
　
愛
菜
（
琴
平
町
）

　
早
馬
　
章
代
（
三
豊
市
）

　
三
野
　
孝
也
（
高
松
市
）

　
岡
本
　
英
之
（
丸
亀
市
）

　
荒
木
　
雅
夫
（
丸
亀
市
）

　
平
池
　
和
昭
（
丸
亀
市
）

　
髙
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
鎗
内
　
大
輝
（
東
白
方
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
ク

　
ラ
フ
ト
ハ
ー
ト
ト
ー
カ
イ
丸
亀

　
店
、
多
度
津
地
区
民
生
児
童
委

　
員
、
豊
原
地
区
民
生
児
童
委
員

　
協
議
会
、
四
箇
地
区
民
生
児
童

　
委
員
連
絡
協
議
会
、
㈱
丸
善
、

　
え
が
お
の
会
、
ヤ
ッ
ト
セ
保
存

　
会
、
宮
地
サ
ル
ベ
ー
ジ

（
１
月
分
）

　
津
田
　
隆
志
（
山
口
県
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
亀
山
　
康
子
（
山
　
階
）

　
熊
谷
　
宣
子
（
　
庄
　
）

　
大
山
扶
美
代
（
東
白
方
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
佐
藤
　
節
子
（
道
福
寺
）

　
荒
木
　
雅
夫
（
丸
亀
市
）

　
高
島
千
代
之
（
仲
ノ
町
）

　
富
井
　
　
潔
（
家
　
中
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
増
田
　
次
郎
（
琴
平
町
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
木

　
谷
歯
科
医
院
、
ふ
れ
あ
い
一
座
、

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
員

　
（
豊
原
Ｃ
）

（
２
月
分
）

　
近
藤
喜
代
子
（
三
　
井
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
三

　
菱
電
機
㈱
受
給
シ
ス
テ
ム
製
作

　
所
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、
多
度

　
津
町
民
生
委
員
児
童
員
（
豊
原
Ｄ
）

　平成２３年の募金収支についてご報告します。
　「共同募金」「歳末たすけあい募金」は、町民
の皆様の温かい善意と、自治会や婦人会をはじめ
とする団体や多くの方々のご協力により、多大な
成果を収めることができました。
　これらの募金はすべて、明るく住みよい町づく
りと、恵まれない方々の福祉の向上に役立てられ
ています。これからも、皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。（多度津町社会福祉協議会）

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
小
さ
な
親
切
運
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　鬼
平
犯
科
帳
』

　
　
　保
護
司

　
　吉
田

　公
和

　か
つ
て
、
「
爺
ち
ゃ
ん
！
小
さ

な
親
切
運
動
っ
て
何
？
」
と
、
小

学
生
の
孫
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、「
元

気
よ
く
挨
拶
や
、
あ
り
が
と
う
と

言
え
る
子
ど
も
、
ま
た
、
困
っ
て

い
る
人
を
手
伝
っ
た
り
、
人
に
迷

惑
を
掛
け
ず
、
清
掃
活
動
が
出
来

る
子
ど
も
に
な
る
こ
と
だ
」
と
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ

っ
て
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
を
作

る
運
動
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
小

さ
な
親
切
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
分
自
身
が
良
く
な
る
の
だ

と
、
手
探
り
で
躊
躇
し
な
が
ら
答

え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　そ
の
後
気
に
な
り
、
少
し
調
べ

た
と
こ
ろ
、
一
九
六
三
年
三
月
の

東
京
大
学
の
卒
業
式
で
、
当
時
の

茅
誠
司
総
長
が
、
告
示
の
中
で
卒

業
生
に
贈
っ
た
言
葉
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
の
六
月
に
『
小
さ
な

親
切
運
動
』
が
発
足
し
、
約
五
〇

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

運
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

〝
失
わ
れ
た
日
本
人
の
心
〞
と
言

わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
本
当
に

そ
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
時
代
の

趨
勢
と
と
も
に
日
本
人
の
も
の
の

見
方
、
価
値
観
は
現
象
的
に
は
変

化
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
本

質
的
に
は
「
多
」
と
し
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　日
本
人
の
伝
統
的
な
も
の
の
見

方
、
価
値
観
に
は
、
ま
だ
ま
だ
根

強
く
「
和
」
を
尊
び
、
対
立
よ
り

も
調
和
と
協
調
を
、
中
庸
を
重
ん

じ
、
も
の
ご
と
を
包
括
的
、
多
面

的
に
捉
え
、
公
正
、
客
観
的
、
か

つ
中
立
的
に
判
断
し
よ
う
と
す
る

傾
向
が
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　さ
ら
に
は
、
今
、
新
渡
戸
稲
造

の
説
く
「
武
士
道
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。「
何
故
、
今
、
過
去

の
封
建
的
な
遺
物
を
」
で
は
な
く
、

そ
れ
は
行
動
力
を
裏
付
け
る
倫
理

的
な
信
念
で
あ
る
〝
や
る
気
〞
と

い
う
意
志
力
が
健
全
な
社
会
作
り

に
も
っ
と
も
必
要
と
説
い
て
い
る

故
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
心

は
ま
だ
ま
だ
失
わ
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
そ
れ
は
静
か
に
、
し
か
も

強
か
に
息
吹
い
て
い
る
の
で
す
。

　最
近
、
私
は
「
時
代
劇
」
に
は

ま
っ
て
お
り
、
池
波
正
太
郎
ア
ワ

ー
で
お
馴
染
み
の
中
村
吉
右
衛
門

扮
す
る
『
鬼
平
犯
科
帳
』
長
谷
川

平
蔵
（
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、
保
護

司
制
度
設
立
の
原
点
と
な
っ
た
人

物
）
の
生
き
様
に
関
心
を
寄
せ
、

次
回
の
放
映
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

■
平
成
24
年
度

 

『
環
境
標
語
』
選
考
会
開
催

　平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』
の

選
考
会
が
、
２
月
23
日
に
町
民
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　環
境
標
語
は
、
世
界
的
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
町
民
皆
さ
ん
に
も
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　今
年
度
の
代
表
作
品
に
は
、
次

の
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
平
成
24
年
度
代
表
作
品
紹
介
】

汚
さ
な
い

　心
一
つ
で

　美
化
の
町

　多
度
津
中
１
年

　時
岡

　亜
実

ポ
イ
捨
て
を

　や
め
る

　さ
せ
な
い

見
過
ご
さ
な
い

　多
度
津
中
２
年

　鴨
田

　拓
門

生
ゴ
ミ
も

　一
手
間
か
け
た
ら

花
が
咲
く

　多
度
津
小
４
年

　尾
崎

　佑
哉

か
ん
が
え
て
！！

す
て
る
こ
と
よ
り

　つ
か
う
こ
と

　豊
原
小
１
年

　
　栁
原

　騎
士

捨
て
ち
ゃ
ダ
メ
！

ご
み
は
地
球
の

　て
き
だ
か
ら

　四
箇
小
３
年

　
　仲
井

　弥
晏

リ
サ
イ
ク
ル

　未
来
に
た
く
す

合
い
言
葉

　白
方
小
３
年

　
　松
尾
谷

　航

※
中
学
校
・
各
小
学
校
か
ら
選
出

　さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
「
広

　報
た
ど
つ
５
月
号
」
か
ら
順
次

　ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　な
お
、
学
校
名
・
学
年
等
は
選

　出
時
点
の
も
の
で
す
。

■
善 

意 

（
２
月
分
） 

敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
大
山
扶
美
代
（
東
白
方
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
西
山
　
重
一
（
　
庄
　
）

　
佐
藤
　
節
子
（
道
福
寺
）

　
秋
山
　
茂
明
（
日
の
出
町
）

　
山
崎
生
花
店
、
宗
教
法
人
無
徳

　
神
道
場
、
多
度
津
商
工
会
議
所

　
女
性
会
、
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、

　
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多

　
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

（
10
月
分
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
山
田
　
恵
子
（
高
松
市
）

　
山
下
賢
一
郎
（
南
　
鴨
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
高
島
　
秀
史
（
本
　
通
）

　
籔
　
　
　
陽
（
佐
　
柳
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
大
西
　
正
夫
（
青
　
木
）

■平成２３年　共同募金・歳末たすけあい募金収支状況（多度津町社会福祉協議会）
共同募金 歳末たすけあい募金

募
　
　
金

募
　
　
金

配
分

配
　
分

内　　容
自治会募金
バッチ募金
法人募金
個人募金
利息
　　　　　計
香川県共同募金会へ
　　　　　計

4,654,000
392,000
460,123

0
208

5,506,331
5,506,331
5,506,331

自治会・婦人会募金
チャリティバザー
（多度津地区婦人会）
（豊原地区婦人会）
（四箇地区婦人会）
（白方地区婦人会）
（商工会議所女性会）
（町社会福祉協議会）
淡交会多度津分会
多度津ボーイ・ガールスカウト育成会
個人募金
貯金箱（老人健康施設）
　　　　　　　計
福祉団体（肢体不自由児父母の会　他）
特別養護老人ホーム『桃陵苑』
香川県共同募金会へ
　　　　　　　計

1,711,600

10,000
10,000
10,000
10,000
30,000
31,600
20,000
37,783
10,000
3,713

1,884,696
110,000
50,000

1,724,696
1,884,696

金額（円） 内　　容 金額（円）
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道
上
眞
由
美
（
　
庄
　
）

　
大
谷
　
照
八
（
堀
　
江
）

　
高
田
　
光
則
（
栄
　
町
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
ボ

　
ン
ソ
ワ
ー
ル
、
多
度
津
ラ
イ
オ

　
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
多
度
津
町
民
生

　
委
員
児
童
委
員
（
多
度
津
Ａ
）
、

　
多
度
津
地
区
社
協
母
子
保
健
福

　
祉
部
会
、
香
川
県
共
同
募
金
会

（
11
月
分
）

　
山
下
賢
一
郎
（
南
　
鴨
）

　
西
山
　
悦
子
（
　
庄
　
）

　
詫
間
　
正
美
（
山
　
階
）

　
津
村
　
盛
枝
（
　
庄
　
）

　
栗
林
　
泰
秀
（
綾
川
町
）

　
三
木
　
照
江
（
　
庄
　
）

　
大
山
扶
美
代
（
東
白
方
）

　
秋
山
　
加
代
（
見
　
立
）

　
西
岡
喜
美
代
（
　
庄
　
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
伊
豫
　
道
子
（
本
　
通
）

　
杉
内
　
一
代
（
山
　
階
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
山
本
　
長
子
（
堀
　
江
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
学

　
園
台
団
地
自
治
会
、
う
ぶ
す
な

　
園
、
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童

　
員
（
多
度
津
Ｂ
）

（
12
月
分
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
末
峰
　
輝
昭
（
桜
　
川
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
山
地
　
善
紀
（
東
白
方
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
詫
間
　
正
美
（
山
　
階
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
三
木
　
照
江
（
　
庄
　
）

　
福
家
　
　
寛
（
琴
平
町
）

　
真
鍋
利
加
子
（
三
豊
市
）

　
黒
木
　
三
恵
（
善
通
寺
市
）

　
西
山
　
洋
子
（
西
白
方
）

　
藤
村
　
美
紀
（
家
　
中
）

　
戸
田
　
崇
貴
（
三
豊
市
）

　
白
川
　
愛
菜
（
琴
平
町
）

　
早
馬
　
章
代
（
三
豊
市
）

　
三
野
　
孝
也
（
高
松
市
）

　
岡
本
　
英
之
（
丸
亀
市
）

　
荒
木
　
雅
夫
（
丸
亀
市
）

　
平
池
　
和
昭
（
丸
亀
市
）

　
髙
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
鎗
内
　
大
輝
（
東
白
方
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
ク

　
ラ
フ
ト
ハ
ー
ト
ト
ー
カ
イ
丸
亀

　
店
、
多
度
津
地
区
民
生
児
童
委

　
員
、
豊
原
地
区
民
生
児
童
委
員

　
協
議
会
、
四
箇
地
区
民
生
児
童

　
委
員
連
絡
協
議
会
、
㈱
丸
善
、

　
え
が
お
の
会
、
ヤ
ッ
ト
セ
保
存

　
会
、
宮
地
サ
ル
ベ
ー
ジ

（
１
月
分
）

　
津
田
　
隆
志
（
山
口
県
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
亀
山
　
康
子
（
山
　
階
）

　
熊
谷
　
宣
子
（
　
庄
　
）

　
大
山
扶
美
代
（
東
白
方
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
佐
藤
　
節
子
（
道
福
寺
）

　
荒
木
　
雅
夫
（
丸
亀
市
）

　
高
島
千
代
之
（
仲
ノ
町
）

　
富
井
　
　
潔
（
家
　
中
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
増
田
　
次
郎
（
琴
平
町
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
木

　
谷
歯
科
医
院
、
ふ
れ
あ
い
一
座
、

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
員

　
（
豊
原
Ｃ
）

（
２
月
分
）

　
近
藤
喜
代
子
（
三
　
井
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
三

　
菱
電
機
㈱
受
給
シ
ス
テ
ム
製
作

　
所
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、
多
度

　
津
町
民
生
委
員
児
童
員
（
豊
原
Ｄ
）

　平成２３年の募金収支についてご報告します。
　「共同募金」「歳末たすけあい募金」は、町民
の皆様の温かい善意と、自治会や婦人会をはじめ
とする団体や多くの方々のご協力により、多大な
成果を収めることができました。
　これらの募金はすべて、明るく住みよい町づく
りと、恵まれない方々の福祉の向上に役立てられ
ています。これからも、皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。（多度津町社会福祉協議会）

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
小
さ
な
親
切
運
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　鬼
平
犯
科
帳
』

　
　
　保
護
司

　
　吉
田

　公
和

　か
つ
て
、
「
爺
ち
ゃ
ん
！
小
さ

な
親
切
運
動
っ
て
何
？
」
と
、
小

学
生
の
孫
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、「
元

気
よ
く
挨
拶
や
、
あ
り
が
と
う
と

言
え
る
子
ど
も
、
ま
た
、
困
っ
て

い
る
人
を
手
伝
っ
た
り
、
人
に
迷

惑
を
掛
け
ず
、
清
掃
活
動
が
出
来

る
子
ど
も
に
な
る
こ
と
だ
」
と
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ

っ
て
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
を
作

る
運
動
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
小

さ
な
親
切
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
分
自
身
が
良
く
な
る
の
だ

と
、
手
探
り
で
躊
躇
し
な
が
ら
答

え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　そ
の
後
気
に
な
り
、
少
し
調
べ

た
と
こ
ろ
、
一
九
六
三
年
三
月
の

東
京
大
学
の
卒
業
式
で
、
当
時
の

茅
誠
司
総
長
が
、
告
示
の
中
で
卒

業
生
に
贈
っ
た
言
葉
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
の
六
月
に
『
小
さ
な

親
切
運
動
』
が
発
足
し
、
約
五
〇

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

運
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

〝
失
わ
れ
た
日
本
人
の
心
〞
と
言

わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
本
当
に

そ
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
時
代
の

趨
勢
と
と
も
に
日
本
人
の
も
の
の

見
方
、
価
値
観
は
現
象
的
に
は
変

化
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
本

質
的
に
は
「
多
」
と
し
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　日
本
人
の
伝
統
的
な
も
の
の
見

方
、
価
値
観
に
は
、
ま
だ
ま
だ
根

強
く
「
和
」
を
尊
び
、
対
立
よ
り

も
調
和
と
協
調
を
、
中
庸
を
重
ん

じ
、
も
の
ご
と
を
包
括
的
、
多
面

的
に
捉
え
、
公
正
、
客
観
的
、
か

つ
中
立
的
に
判
断
し
よ
う
と
す
る

傾
向
が
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　さ
ら
に
は
、
今
、
新
渡
戸
稲
造

の
説
く
「
武
士
道
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。「
何
故
、
今
、
過
去

の
封
建
的
な
遺
物
を
」
で
は
な
く
、

そ
れ
は
行
動
力
を
裏
付
け
る
倫
理

的
な
信
念
で
あ
る
〝
や
る
気
〞
と

い
う
意
志
力
が
健
全
な
社
会
作
り

に
も
っ
と
も
必
要
と
説
い
て
い
る

故
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
心

は
ま
だ
ま
だ
失
わ
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
そ
れ
は
静
か
に
、
し
か
も

強
か
に
息
吹
い
て
い
る
の
で
す
。

　最
近
、
私
は
「
時
代
劇
」
に
は

ま
っ
て
お
り
、
池
波
正
太
郎
ア
ワ

ー
で
お
馴
染
み
の
中
村
吉
右
衛
門

扮
す
る
『
鬼
平
犯
科
帳
』
長
谷
川

平
蔵
（
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、
保
護

司
制
度
設
立
の
原
点
と
な
っ
た
人

物
）
の
生
き
様
に
関
心
を
寄
せ
、

次
回
の
放
映
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

■
平
成
24
年
度

 

『
環
境
標
語
』
選
考
会
開
催

　平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』
の

選
考
会
が
、
２
月
23
日
に
町
民
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　環
境
標
語
は
、
世
界
的
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
町
民
皆
さ
ん
に
も
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　今
年
度
の
代
表
作
品
に
は
、
次

の
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
平
成
24
年
度
代
表
作
品
紹
介
】

汚
さ
な
い

　心
一
つ
で

　美
化
の
町

　多
度
津
中
１
年

　時
岡

　亜
実

ポ
イ
捨
て
を

　や
め
る

　さ
せ
な
い

見
過
ご
さ
な
い

　多
度
津
中
２
年

　鴨
田

　拓
門

生
ゴ
ミ
も

　一
手
間
か
け
た
ら

花
が
咲
く

　多
度
津
小
４
年

　尾
崎

　佑
哉

か
ん
が
え
て
！！

す
て
る
こ
と
よ
り

　つ
か
う
こ
と

　豊
原
小
１
年

　
　栁
原

　騎
士

捨
て
ち
ゃ
ダ
メ
！

ご
み
は
地
球
の

　て
き
だ
か
ら

　四
箇
小
３
年

　
　仲
井

　弥
晏

リ
サ
イ
ク
ル

　未
来
に
た
く
す

合
い
言
葉

　白
方
小
３
年

　
　松
尾
谷

　航

※
中
学
校
・
各
小
学
校
か
ら
選
出

　さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
「
広

　報
た
ど
つ
５
月
号
」
か
ら
順
次

　ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　な
お
、
学
校
名
・
学
年
等
は
選

　出
時
点
の
も
の
で
す
。

■
善 

意 

（
２
月
分
） 

敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
大
山
扶
美
代
（
東
白
方
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
西
山
　
重
一
（
　
庄
　
）

　
佐
藤
　
節
子
（
道
福
寺
）

　
秋
山
　
茂
明
（
日
の
出
町
）

　
山
崎
生
花
店
、
宗
教
法
人
無
徳

　
神
道
場
、
多
度
津
商
工
会
議
所

　
女
性
会
、
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、

　
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多

　
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

（
10
月
分
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
山
田
　
恵
子
（
高
松
市
）

　
山
下
賢
一
郎
（
南
　
鴨
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
高
島
　
秀
史
（
本
　
通
）

　
籔
　
　
　
陽
（
佐
　
柳
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
大
西
　
正
夫
（
青
　
木
）

■平成２３年　共同募金・歳末たすけあい募金収支状況（多度津町社会福祉協議会）
共同募金 歳末たすけあい募金

募
　
　
金

募
　
　
金

配
分

配
　
分

内　　容
自治会募金
バッチ募金
法人募金
個人募金
利息
　　　　　計
香川県共同募金会へ
　　　　　計

4,654,000
392,000
460,123

0
208

5,506,331
5,506,331
5,506,331

自治会・婦人会募金
チャリティバザー
（多度津地区婦人会）
（豊原地区婦人会）
（四箇地区婦人会）
（白方地区婦人会）
（商工会議所女性会）
（町社会福祉協議会）
淡交会多度津分会
多度津ボーイ・ガールスカウト育成会
個人募金
貯金箱（老人健康施設）
　　　　　　　計
福祉団体（肢体不自由児父母の会　他）
特別養護老人ホーム『桃陵苑』
香川県共同募金会へ
　　　　　　　計

1,711,600

10,000
10,000
10,000
10,000
30,000
31,600
20,000
37,783
10,000
3,713

1,884,696
110,000
50,000

1,724,696
1,884,696

金額（円） 内　　容 金額（円）
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　白方小学校（川原留美子校長）の５年生児童が、
多度津京極藩家老屋敷『林求馬邸（奥白方）』で、
「ふる里学習」を行いました。
　児童の皆さんは最初に、邸内と弘濱書院の掃き掃
除や雑巾がけなどの清掃活動を実施しました。
　そのあと、（財）多度津文化財保存会の秋山忠理
事長から林求馬邸や天霧城の成り立ち、京極家の歴
史などの話を聞き、ふる里の文化や歴史について関
心を深めました。
　秋山理事長は「過去の偉人の知識や経験を学んで
ほしい。まずは自分の目と足でかせぐことが大切で
す。」と話されました。

　町民会館で「ＮＨＫラジオ公開録音　歌の散歩道」が、２月１０日に開催されました。
　演歌歌手の川中美幸さん・神野美伽さん・吉幾三さんが出演され、大ホールを埋めつくすほどの大勢の
観客の皆さんは、間近に歌手の方の歌声を耳
にすることでその歌の世界に魅了され、大き
な感嘆と声援をあげていました。
　また出演者の軽妙なトークに笑いの渦が沸
き起こり、観客の皆さんは楽しいひとときを
過ごされました。

　三井保育所では２月１５日に、「涅槃会」をしました。
　涅槃会とは「みんながよい子になるように」と教えを
説かれたおしゃかさまがお亡くなりになられた日に行う
法会のことです。年長クラス代表の献燈・献花で始まり、
所長先生の読経にあわせて、お焼香をしたり、涅槃会の
大型絵本を見たりしました。

　２月９日、多度津小学校（竹森正博校長）
の６年生児童が、多度津小学校の卒業生であ
り、国際的に有名な彫刻家の速水史朗先生の
ご指導により、卒業制作作品を作りました。
　卒業制作作品は、身近でよく見るものであ
り彫刻の基本である「人の顔」を粘土で作り
ました。児童の皆さんは速水先生に、顔の立
体感や表情の作り方を教わりながら、真剣に
卒業制作に取り組んでいました。
　最後に速水先生は「母校に来て、皆さんと
触れ合えて楽しい時間を過ごせました。いい
中学生になってください」と後輩にエールを
送られました。

町民会館　開館２０周年記念『ＮＨＫラジオ公開録音』●

● 幼稚園で卒園茶会● 四箇幼稚園『収穫祭』

● 三井保育所で『涅槃会』 ● 速水史朗先生が母校の児童と
　『卒業制作』作品づくり

　四箇幼稚園（塩田節子園長）で『収穫祭』が、２
月７日に開催されました。
　これは年間を通じて育ててきた野菜を使って料理
を作る事により、食べ物に対する感謝と保護者の方
々や地域の皆さんに、お礼の気持ちをこめて行われ
ているものです。
　お釜でお米を炊いたり、鍋に野菜を入れたり、み
んなで協力しながら作った
「菜めし」や「だんご汁」
などを、皆さん一緒にお
いしくいただきました。

● 平成２４年度　自衛隊入隊激励会
　今春、自衛隊に新しく入隊する多度津町在住の２
名をむかえて、多度津町役場で入隊激励会が行われ
ました。
　丸尾町長をはじめ、自衛隊関係者や父母会の方々
から「国民の生命・財産を守る重要な役目ですが、
国民の皆さんが期待しています。ご両親や先輩方に
感謝し、健康に気を付けて頑張ってください」と激
励の言葉が送られました。

　平成２３年度で卒園をむかえる園児の皆さんによるお茶会が、町内の幼稚園で行われました。
　園児の皆さんは、これまでお世話になったり見守っていただいた保護者や地域の方々などをお招きし、
今までの感謝の気持ちを込めて、お菓子やお茶を運びました。
　おもてなしをうけた皆さんは、いつもは元気いっぱいな園児が、神妙な面持ちで静かにお茶を運ぶ姿に、
幼稚園生活を通して立派に成長されてきたことを再確認されたようです。

　今年も四箇小学校（渡邉健司校長）
の５年生児童が、総合学習（要学習)
において、校庭に隣接する再生水を
利用した｢あおぞら親水公園｣の水田
で育まれた古代米で「餅つき」を行
いました。
　この古代米は、地元水利組合の協力を得て、児童
が田植えや稲刈りを行い収穫したものです。
　出来あがったお餅を、水利組合をはじめ、地域の
人々や父兄の方々と一緒に、会話をしながら楽しく
食べることにより、食べ物のありがたさや水の大切
さを学ぶ事ができました。

● 古代米を使って『餅つき』

　２月３日、豊原幼稚園（豊島玲子園長）で「豆まき」
が行われました。
　最初に先生方によるお芝居を見て「悪い子にはならな
いぞ」と心に誓った園児の皆さんは、園内に飛び込んで
きた鬼に「おには～そと、ふくは～うち」と大きな声で
鬼に豆をまきました。
　逃げたり呆然と見つめる園児がいる中で、勇敢に立ち
向かっていく園児もいて、豆をま
かれた鬼は一目散に退散しました。

● 豊原幼稚園　節分行事『豆まき』

ね  はん  え

● 林求馬邸で『ふる里学習』
もと め
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Topics Topicsまちかどズームまちかどズーム まちかどズームまちかどズーム

　白方小学校（川原留美子校長）の５年生児童が、
多度津京極藩家老屋敷『林求馬邸（奥白方）』で、
「ふる里学習」を行いました。
　児童の皆さんは最初に、邸内と弘濱書院の掃き掃
除や雑巾がけなどの清掃活動を実施しました。
　そのあと、（財）多度津文化財保存会の秋山忠理
事長から林求馬邸や天霧城の成り立ち、京極家の歴
史などの話を聞き、ふる里の文化や歴史について関
心を深めました。
　秋山理事長は「過去の偉人の知識や経験を学んで
ほしい。まずは自分の目と足でかせぐことが大切で
す。」と話されました。

　町民会館で「ＮＨＫラジオ公開録音　歌の散歩道」が、２月１０日に開催されました。
　演歌歌手の川中美幸さん・神野美伽さん・吉幾三さんが出演され、大ホールを埋めつくすほどの大勢の
観客の皆さんは、間近に歌手の方の歌声を耳
にすることでその歌の世界に魅了され、大き
な感嘆と声援をあげていました。
　また出演者の軽妙なトークに笑いの渦が沸
き起こり、観客の皆さんは楽しいひとときを
過ごされました。

　三井保育所では２月１５日に、「涅槃会」をしました。
　涅槃会とは「みんながよい子になるように」と教えを
説かれたおしゃかさまがお亡くなりになられた日に行う
法会のことです。年長クラス代表の献燈・献花で始まり、
所長先生の読経にあわせて、お焼香をしたり、涅槃会の
大型絵本を見たりしました。

　２月９日、多度津小学校（竹森正博校長）
の６年生児童が、多度津小学校の卒業生であ
り、国際的に有名な彫刻家の速水史朗先生の
ご指導により、卒業制作作品を作りました。
　卒業制作作品は、身近でよく見るものであ
り彫刻の基本である「人の顔」を粘土で作り
ました。児童の皆さんは速水先生に、顔の立
体感や表情の作り方を教わりながら、真剣に
卒業制作に取り組んでいました。
　最後に速水先生は「母校に来て、皆さんと
触れ合えて楽しい時間を過ごせました。いい
中学生になってください」と後輩にエールを
送られました。

町民会館　開館２０周年記念『ＮＨＫラジオ公開録音』●

● 幼稚園で卒園茶会● 四箇幼稚園『収穫祭』

● 三井保育所で『涅槃会』 ● 速水史朗先生が母校の児童と
　『卒業制作』作品づくり

　四箇幼稚園（塩田節子園長）で『収穫祭』が、２
月７日に開催されました。
　これは年間を通じて育ててきた野菜を使って料理
を作る事により、食べ物に対する感謝と保護者の方
々や地域の皆さんに、お礼の気持ちをこめて行われ
ているものです。
　お釜でお米を炊いたり、鍋に野菜を入れたり、み
んなで協力しながら作った
「菜めし」や「だんご汁」
などを、皆さん一緒にお
いしくいただきました。

● 平成２４年度　自衛隊入隊激励会
　今春、自衛隊に新しく入隊する多度津町在住の２
名をむかえて、多度津町役場で入隊激励会が行われ
ました。
　丸尾町長をはじめ、自衛隊関係者や父母会の方々
から「国民の生命・財産を守る重要な役目ですが、
国民の皆さんが期待しています。ご両親や先輩方に
感謝し、健康に気を付けて頑張ってください」と激
励の言葉が送られました。

　平成２３年度で卒園をむかえる園児の皆さんによるお茶会が、町内の幼稚園で行われました。
　園児の皆さんは、これまでお世話になったり見守っていただいた保護者や地域の方々などをお招きし、
今までの感謝の気持ちを込めて、お菓子やお茶を運びました。
　おもてなしをうけた皆さんは、いつもは元気いっぱいな園児が、神妙な面持ちで静かにお茶を運ぶ姿に、
幼稚園生活を通して立派に成長されてきたことを再確認されたようです。

　今年も四箇小学校（渡邉健司校長）
の５年生児童が、総合学習（要学習)
において、校庭に隣接する再生水を
利用した｢あおぞら親水公園｣の水田
で育まれた古代米で「餅つき」を行
いました。
　この古代米は、地元水利組合の協力を得て、児童
が田植えや稲刈りを行い収穫したものです。
　出来あがったお餅を、水利組合をはじめ、地域の
人々や父兄の方々と一緒に、会話をしながら楽しく
食べることにより、食べ物のありがたさや水の大切
さを学ぶ事ができました。

● 古代米を使って『餅つき』

　２月３日、豊原幼稚園（豊島玲子園長）で「豆まき」
が行われました。
　最初に先生方によるお芝居を見て「悪い子にはならな
いぞ」と心に誓った園児の皆さんは、園内に飛び込んで
きた鬼に「おには～そと、ふくは～うち」と大きな声で
鬼に豆をまきました。
　逃げたり呆然と見つめる園児がいる中で、勇敢に立ち
向かっていく園児もいて、豆をま
かれた鬼は一目散に退散しました。

● 豊原幼稚園　節分行事『豆まき』

ね  はん  え

● 林求馬邸で『ふる里学習』
もと め
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■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
４
月
１
日
（日）

　ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　開
場
12
時
00
分
開
演
12
時
30
分

●
４
月
15
日
（日）

　カ
ラ
オ
ケ

　ふ
れ
あ
い
発
表
会

　開
場
８
時
30
分
開
演
９
時
00
分

●
４
月
22
日
（日）

　第
47
回
多
度
津
芸
能
音
楽
祭

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

★
町
民
会
館
『
鑑
賞
友
の
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　入
会
募
集

▽
期
間
＝
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　平
成
25
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
・

　
　
　
　割
引
等

※
『
鑑
賞
友
の
会
』
は
、
町
民
会

　館
で
開
催
さ
れ
る
文
化
事
業
の

　鑑
賞
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く

　と
ら
え
て
い
た
だ
き
、
芸
術
文

　化
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
地

　域
文
化
の
普
及
、
向
上
を
図
る

　こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
56
回
）

　
　
　

  

淡
路

　放
生

　選

【
第
一
席
】

先
を
読
む
母
の
支
度
に
助
け
ら
れ

　
　寿

　町

　
　
　髙
田
た
だ
し

〔
評
〕
昔
、
母
親
が
外
に
仕
事
を

　持
つ
と
言
う
こ
と
の
な
い
時
代

　が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
母
親

　は
い
ち
い
ち
家
に
い
て
何
か
を

　し
て
い
た
。
そ
の
何
か
に
つ
つ

　ま
れ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
育
て

　ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
旬
の

　「
支
度
」
に
は
母
の
慈
愛
が
あ
ろ
う
。

【
第
二
席
】

取
り
立
て
て
支
度
い
ら
な
い

客
を
待
つ

　
　山

　階

　
　
　中
野
ふ
み
子

〔
評
〕
「
取
り
立
て
て
」
が
巧
い
。

　こ
の
措
辞
に
よ
っ
て
主
客
の
間

　柄
や
、
日
常
の
な
か
の
人
と
人

　と
の
つ
な
が
り
が
、
さ
り
げ
な

　く
伝
わ
っ
て
く
る
。
い
っ
て
み

　れ
ば
咲
き
始
め
の
花
を
待
つ
よ

　う
な
、
お
だ
や
か
な
期
待
感
が

　う
れ
し
い
。

【
第
三
席
】

二
親
を
送
り
私
の
老
い
支
度

　
　三

　井

　
　
　山
口
ひ
さ
こ

〔
評
〕
一
見
軽
く
詠
ん
で
い
る
よ

　う
だ
が
、
な
か
な
か
芸
達
者
な

　作
品
で
あ
る
。
ど
こ
が
、
「
送
り
」

　が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
巧
さ
が
、

　か
え
っ
て
作
品
に
作
為
を
生
ん

　だ
。「
私
の
老
い
支
度
」と
い
う

　こ
と
ば
の
も
つ
ひ
ろ
が
り
を
け

　ず
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

【
佳

　作
】

燗
の
支
度
で
き
た
ら
い
つ
も

君
が
く
る

　
　山

　階

　
　
　上
田

　雄
一

【
佳

　作
】

九
十
才
お
出
か
け
支
度
大
さ
わ
ぎ

　
　三

　井

　
　
　村
井

　安
栄

■
次
回
た
ど
つ
柳
檀

　
　第
57
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
『
凪
』

▽
選
者
＝
無
所
属

　福
岡
紫
蝶
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限

　
　平
成
24
年
５
月
20
日
（日）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』４
月
講
習

●
12
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
色
の
パ
ワ
ー
を

　
　身
に
つ
け
よ
う

　パ
ー
ト
１
』

　▽
講
師
＝
浅
野

　理
恵

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
絵
手
紙

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　１
階
・
２
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
２
日
（月）

　〜
27
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

■
桃
陵
大
学
４
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
６
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
13
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
開
講
式

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
桃
陵
公
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（水）

　行
事
＝
春
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　場
所
＝
善
通
寺
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　乃
木
館
他

■
老
人
ク
ラ
ブ
４
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
６
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　定
例
会
・
補
助
金
説
明
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

②
日
時
＝
27
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
26
日
（木）
／
10
時

　行
事
＝
福
寿
会
連
合
会
総
会

　場
所
＝
中
央
公
民
館

　２
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（日）

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

②
日
時
＝
20
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　連
合
会
総
会

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
四
箇
天
寿
会

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
総
会

　場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
７
日
（土）
／
11
時

　行
事
＝
太
師
を
し
の
ぶ
会

　場
所
＝
海
岸
寺
山

②
日
時
＝
11
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　連
合
会
総
会

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
老
人
健
康
施
設
４
月
行
事

３
日
（火）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

９
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

10
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

11
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

13
日
（金）
る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

17
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

18
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

19
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

23
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

24
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

25
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

26
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

27
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

文
化
教
養

文
化
教
養

ふ
た
お
や

■『第４７回多度津芸能音楽祭』のご案内

■桃陵大学中央講座『芸能発表会』が開催されました!!

タイロン橋本プレゼンツ
　『トータル・エクスペリエンス・ゴスペル・クワイヤ』

★町民会館よりチケット情報　　
　４月２２日（日）、多度津町民会館において『第４７回多度津
芸能音楽祭』が開催されます。
　合唱・箏曲・津軽太棹三味線・日舞・太極拳・キッズダンス・
カラオケ等の部門の団体が出演します。
　ご家族やお友達とお誘いあわせの上、ぜひご観覧ください。
【日　時】４月２２日（日）／１３時
【場　所】多度津町民会館　大ホール
【主　催】多度津芸能音楽協会

　桃陵大学の『芸能発表会』が２月１６日、
町民健康センター大広間で開催されました。
　３５名の講座生の皆さんは、日頃の練習の
成果を発揮して、舞踊・吟詠・詩舞・カラオ
ケを力強く元気に披露し、大広間に入りきれ
ないほどの大勢のお客さんは、最後までステ
ージ上の芸能発表に釘付けでした。

【日　時】５月１６日（水）
　　　　　開場１８時３０分　開演１９時００分
【会　場】町民会館
【料　金】一般　３，５００円（税込み）
　　　　　学生　２，０００円（税込み）
　　　　　　※３才以上高校生以下

　本場アメリカから来日、生の迫力あるゴスペルをあなたの
魂に届けます。ボーカル・ギターリスト「タイロン橋本」と
パーカッション「ヤヒロトモヒロ」の共演も必見の価値あり♪。

Ｈａｎｄｓ　ｏｆ　Ｌｏｖｅ
　～シアトルから日本に愛の手を～　
　　東日本大震災支援コンサート

な
ぎ
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■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
４
月
１
日
（日）

　ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　開
場
12
時
00
分
開
演
12
時
30
分

●
４
月
15
日
（日）

　カ
ラ
オ
ケ

　ふ
れ
あ
い
発
表
会

　開
場
８
時
30
分
開
演
９
時
00
分

●
４
月
22
日
（日）

　第
47
回
多
度
津
芸
能
音
楽
祭

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

★
町
民
会
館
『
鑑
賞
友
の
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　入
会
募
集

▽
期
間
＝
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　平
成
25
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
・

　
　
　
　割
引
等

※
『
鑑
賞
友
の
会
』
は
、
町
民
会

　館
で
開
催
さ
れ
る
文
化
事
業
の

　鑑
賞
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く

　と
ら
え
て
い
た
だ
き
、
芸
術
文

　化
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
地

　域
文
化
の
普
及
、
向
上
を
図
る

　こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
56
回
）

　
　
　

  

淡
路

　放
生

　選

【
第
一
席
】

先
を
読
む
母
の
支
度
に
助
け
ら
れ

　
　寿

　町

　
　
　髙
田
た
だ
し

〔
評
〕
昔
、
母
親
が
外
に
仕
事
を

　持
つ
と
言
う
こ
と
の
な
い
時
代

　が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
母
親

　は
い
ち
い
ち
家
に
い
て
何
か
を

　し
て
い
た
。
そ
の
何
か
に
つ
つ

　ま
れ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
育
て

　ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
旬
の

　「
支
度
」
に
は
母
の
慈
愛
が
あ
ろ
う
。

【
第
二
席
】

取
り
立
て
て
支
度
い
ら
な
い

客
を
待
つ

　
　山

　階

　
　
　中
野
ふ
み
子

〔
評
〕
「
取
り
立
て
て
」
が
巧
い
。

　こ
の
措
辞
に
よ
っ
て
主
客
の
間

　柄
や
、
日
常
の
な
か
の
人
と
人

　と
の
つ
な
が
り
が
、
さ
り
げ
な

　く
伝
わ
っ
て
く
る
。
い
っ
て
み

　れ
ば
咲
き
始
め
の
花
を
待
つ
よ

　う
な
、
お
だ
や
か
な
期
待
感
が

　う
れ
し
い
。

【
第
三
席
】

二
親
を
送
り
私
の
老
い
支
度

　
　三

　井

　
　
　山
口
ひ
さ
こ

〔
評
〕
一
見
軽
く
詠
ん
で
い
る
よ

　う
だ
が
、
な
か
な
か
芸
達
者
な

　作
品
で
あ
る
。
ど
こ
が
、
「
送
り
」

　が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
巧
さ
が
、

　か
え
っ
て
作
品
に
作
為
を
生
ん

　だ
。「
私
の
老
い
支
度
」と
い
う

　こ
と
ば
の
も
つ
ひ
ろ
が
り
を
け

　ず
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

【
佳

　作
】

燗
の
支
度
で
き
た
ら
い
つ
も

君
が
く
る

　
　山

　階

　
　
　上
田

　雄
一

【
佳

　作
】

九
十
才
お
出
か
け
支
度
大
さ
わ
ぎ

　
　三

　井

　
　
　村
井

　安
栄

■
次
回
た
ど
つ
柳
檀

　
　第
57
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
『
凪
』

▽
選
者
＝
無
所
属

　福
岡
紫
蝶
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限

　
　平
成
24
年
５
月
20
日
（日）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』４
月
講
習

●
12
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
色
の
パ
ワ
ー
を

　
　身
に
つ
け
よ
う

　パ
ー
ト
１
』

　▽
講
師
＝
浅
野

　理
恵

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
絵
手
紙

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　１
階
・
２
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
２
日
（月）

　〜
27
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

■
桃
陵
大
学
４
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
６
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
13
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
開
講
式

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
桃
陵
公
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（水）

　行
事
＝
春
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　場
所
＝
善
通
寺
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　乃
木
館
他

■
老
人
ク
ラ
ブ
４
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
６
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　定
例
会
・
補
助
金
説
明
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

②
日
時
＝
27
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
26
日
（木）
／
10
時

　行
事
＝
福
寿
会
連
合
会
総
会

　場
所
＝
中
央
公
民
館

　２
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（日）

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

②
日
時
＝
20
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　連
合
会
総
会

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
四
箇
天
寿
会

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
総
会

　場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
７
日
（土）
／
11
時

　行
事
＝
太
師
を
し
の
ぶ
会

　場
所
＝
海
岸
寺
山

②
日
時
＝
11
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　連
合
会
総
会

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
老
人
健
康
施
設
４
月
行
事

３
日
（火）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

９
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

10
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

11
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

13
日
（金）
る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

17
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

18
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

19
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

23
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

24
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

25
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

26
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

27
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

文
化
教
養

文
化
教
養

ふ
た
お
や

■『第４７回多度津芸能音楽祭』のご案内

■桃陵大学中央講座『芸能発表会』が開催されました!!

タイロン橋本プレゼンツ
　『トータル・エクスペリエンス・ゴスペル・クワイヤ』

★町民会館よりチケット情報　　
　４月２２日（日）、多度津町民会館において『第４７回多度津
芸能音楽祭』が開催されます。
　合唱・箏曲・津軽太棹三味線・日舞・太極拳・キッズダンス・
カラオケ等の部門の団体が出演します。
　ご家族やお友達とお誘いあわせの上、ぜひご観覧ください。
【日　時】４月２２日（日）／１３時
【場　所】多度津町民会館　大ホール
【主　催】多度津芸能音楽協会

　桃陵大学の『芸能発表会』が２月１６日、
町民健康センター大広間で開催されました。
　３５名の講座生の皆さんは、日頃の練習の
成果を発揮して、舞踊・吟詠・詩舞・カラオ
ケを力強く元気に披露し、大広間に入りきれ
ないほどの大勢のお客さんは、最後までステ
ージ上の芸能発表に釘付けでした。

【日　時】５月１６日（水）
　　　　　開場１８時３０分　開演１９時００分
【会　場】町民会館
【料　金】一般　３，５００円（税込み）
　　　　　学生　２，０００円（税込み）
　　　　　　※３才以上高校生以下

　本場アメリカから来日、生の迫力あるゴスペルをあなたの
魂に届けます。ボーカル・ギターリスト「タイロン橋本」と
パーカッション「ヤヒロトモヒロ」の共演も必見の価値あり♪。

Ｈａｎｄｓ　ｏｆ　Ｌｏｖｅ
　～シアトルから日本に愛の手を～　
　　東日本大震災支援コンサート

な
ぎ
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

《
お
知
ら
せ
》

■
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　２
月
20
日
、
平
成
24
年
第
１
回

多
度
津
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
議
長
が
決
定
し

ま
し
た
。

●
議

　長

【
略
歴
】
平
成
11
年
初
当
選
以
来
、

　副
議
長
、
総
務
教
育
常
任
委
員

　会
委
員
長
、
建
設
産
業
常
任
委

　員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　（
現
在
４
期
目
）

■
農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
農
地
の
賃
借
料
水
準
に
つ
い
て

　

　平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

り
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

農
業
委
員
会
が
実
勢
の
賃
借
料
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　平

成
23
年
中
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
公
告
さ
れ
た

農
地
の
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た

り
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
多
度
津
町
全
域
の
田
・
畑

　
　
　（
特
殊
な
契
約
は
除
く
）

　▽
平
均
額
＝

　６
，
１
０
０
円

　▽
最
高
額
＝
１
０
，
０
０
０
円

　▽
最
低
額
＝

　３
，
０
０
０
円

　▽
デ
ー
タ
数
＝

　
　
　３
９
筆

●
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　下
限
面
積

　▽
佐
柳
・
高
見
区
域
＝

　10
ａ

　▽
佐
柳
・
高
見
を
除
く

　
　
　多
度
津
町
全
域
＝

　30
ａ

※
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を

　取
得
し
た
時
は
、
概
ね
10
か
月

　以
内
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

　が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
平
成
23
年
度
青
少
年
健
全
育
成

　活
動
モ
デ
ル
団
体
・
善
行
者
表
彰

　２
月
25
日
、
多
度
津
町
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
か

ら
顕
著
な
善
行
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
次
の
方
々
に
、
多
度
津
町

教
育
委
員
会
委
員
長
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

　
　
　
　
　モ
デ
ル
団
体
・
個
人

　▽
秋
山

　玉
恵

　（
白
方
地
区
町
民
会
議

　
　立
哨
・
あ
い
さ
つ
運
動
活
動
）

　▽
柳
原

　
　奨

　（
多
度
津
中
学
校
生
徒
会
代
表
）

●
善
行
者

　▽
山
田

　明
穂
（
多
度
津
小
６
年
）

　▽
山
西

　友
香
（
豊
原
小
６
年
）

　▽
山
根

　
　海
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
清
水

　菜
央
（
白
方
小
６
年
）

　▽
都
築

　幸
乃
（
多
度
津
中
３
年
）

　※
学
校
・
学
年
は
平
成
23
年
度

　
　の
も
の
で
す
。

■『
庄
笠
屋
子
供
馬・子
供
奴
等

　保
存
会
』が
道
具
一式
を
整
備

　庄
笠
屋
子
供
馬
・
子
供
奴
等
保

存
会
（
藤
田
政
英
代
表
）
で
は
、

子
供
馬
・
子
供
奴
等
の
破
損
に
伴

い
、
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感

に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
を
目
的
に
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、

地
域
の
人
々
の
交

流
を
深
め
地
域
活

動
が
活
性
化
す
る

よ
う
に
整
備
し
た

も
の
で
す
。

■
都
市
計
画
道
路
・
用
途
の

　
　
　
　見
直
し
を
行
い
ま
す

　都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
ふ
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
計
画
道
路
網
の
再
編
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市

計
画
道
路
見
直
し
に
伴
い
、
用
途

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
一
部
分
の

修
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
説
明
会

　
　参
加
希
望
の
方
は
当
日
、
直

　接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
４
月
23
日
（月）
／
14
時

　▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

●
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

　
　見
直
し
の
素
案
を
閲
覧
で
き

　ま
す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
て
公

　述
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
述

　申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
５
月
７
日
（月）
〜

　
　
　
　
　５
月
21
日
（月）

　▽
場
所
＝
多
度
津
町
建
設
課

●
公
聴
会

　
　傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
公
述
の
申
出
が
無
い

　時
は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

　▽
日
時
＝
６
月
６
日
（水）
／
14
時

　▽
場
所
＝
町
役
場
第
１
会
議
室

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
倉
敷
市
長
杯
第
４
回
近
県
少
年

　少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　（
２
月
18
日
／
水
島
緑
地
福
田

　公
園
体
育
館
）

▽
小
学
１
・
２
年
の
部

　【
30
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
岡

　
　大
智

　
　
　３
位
＝
森

　こ
の
か

▽
小
学
３
・
４
年
の
部

　【
22
㎏
級
】

　
　
　３
位
＝
守
屋

　拓
海

　【
33
㎏
級
】

　
　
　３
位
＝
髙
嶋

　悠
人

　【
36
㎏
級
】

　
　
　１
位
＝
岩
井

　皓
陽

　【
42
㎏
級
】

　
　
　１
位
＝
葛
岡

　海
斗

　【
36
㎏
超
級

　女
子
】

　
　
　３
位
＝
葛
岡

　海
斗

▽
小
学
５
・
６
年
の
部

　【
28
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
山
根

　典
哲

　【
51
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
岩
井

　僚
亮

　【
57
㎏
超
級
】

　
　
　２
位
＝
芝
原

　智
也

▽
中
学
男
子
の
部

　【
66
㎏
級
】

　
　
　１
位
＝
山
根

　光
司

●
第
18
回
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
２
月
25
日
・
26
日
／
観
音
寺
市

　立
総
合
体
育
館
）

▽
ミ
ド
ル
の
部

　【
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
　優

　勝
＝
平
本

　規
一

　【
ダ
ブ
ル
ス
】

　
　準
優
勝
＝
平
本

　規
一

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
ブ
ロ
ン
ズ
Ｂ
）

　（
２
月
26
日
／
町
民
体
育
館
）

▽
女
子
の
部

　優

　勝
＝
空
海
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

　準
優
勝
＝
垂
水
体
協

■
４
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
香
川
県
社
会
人
卓
球
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
平
成
24
年
度
前
期

　
　
　ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
野
球
）

　▽
日
時
＝
３
日
、
５
〜
７
日
、

　
　
　10
〜
11
日
、
13
〜
14
日
、

　
　
　17
日
、
19
〜
21
日
、
24
〜

　
　
　25
日
、
27
〜
28
日

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
東
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
ホ
ー
プ

　ス
卓
球
大
会
県
予
選
会
・
全
日

　本
実
業
団
卓
球
大
会
県
予
選

　会
・
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
大
会

　県
予
選
会
・
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス

　卓
球
大
会
県
予
選
会
・
県
ラ
ー

　ジ
ボ
ー
ル
卓
球
団
体
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
８
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
８
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
体
力
測
定

　
　
　（
水
泳
・
多
種
目
支
部
）

　▽
日
時
＝
14
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
白
方
小
学
校
体
育
館

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　レ
デ
ィ
ス
の
部

　▽
日
時
＝
15
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
Ｊ
Ａ
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　▽
日
時
＝
21
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

●
多
度
津
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　連
盟
交
流
会
の
部

　▽
日
時
＝
22
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
町
テ
ニ
ス
交
流
会

　▽
日
時
＝
22
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
26
回
仲
善
交
歓
グ
ラ
ン
ド

　ゴ
ル
フ
多
度
津
大
会

　▽
日
時
＝
28
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

■『第９回全国スポーツ少年団
        バレーボール交流大会』に出場決定!!
　四箇バレーボールスポーツ少年団（長目義行総責任者・
前田監督・山根コーチ）の選手１０名が、『第９回全国
スポーツ少年団バレーボール交流大会』に四国代表とし
て出場することになりました。
　１１月６日に開催された県大会で優勝し、四国代表と
なった選手の皆さんが、町役場を訪問され、３月２４日
から２６日までの全国大会に向けて、「強烈なアタック
を決めます！」「しっかりレシーブして、仲間につなげ
たい」など、力強い意気込みを語ってくれました。

門　瀧雄　議員
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

《
お
知
ら
せ
》

■
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　２
月
20
日
、
平
成
24
年
第
１
回

多
度
津
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
議
長
が
決
定
し

ま
し
た
。

●
議

　長

【
略
歴
】
平
成
11
年
初
当
選
以
来
、

　副
議
長
、
総
務
教
育
常
任
委
員

　会
委
員
長
、
建
設
産
業
常
任
委

　員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　（
現
在
４
期
目
）

■
農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
農
地
の
賃
借
料
水
準
に
つ
い
て

　

　平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

り
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

農
業
委
員
会
が
実
勢
の
賃
借
料
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　平

成
23
年
中
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
公
告
さ
れ
た

農
地
の
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た

り
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
多
度
津
町
全
域
の
田
・
畑

　
　
　（
特
殊
な
契
約
は
除
く
）

　▽
平
均
額
＝

　６
，
１
０
０
円

　▽
最
高
額
＝
１
０
，
０
０
０
円

　▽
最
低
額
＝

　３
，
０
０
０
円

　▽
デ
ー
タ
数
＝

　
　
　３
９
筆

●
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　下
限
面
積

　▽
佐
柳
・
高
見
区
域
＝

　10
ａ

　▽
佐
柳
・
高
見
を
除
く

　
　
　多
度
津
町
全
域
＝

　30
ａ

※
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を

　取
得
し
た
時
は
、
概
ね
10
か
月

　以
内
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

　が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
平
成
23
年
度
青
少
年
健
全
育
成

　活
動
モ
デ
ル
団
体
・
善
行
者
表
彰

　２
月
25
日
、
多
度
津
町
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
か

ら
顕
著
な
善
行
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
次
の
方
々
に
、
多
度
津
町

教
育
委
員
会
委
員
長
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

　
　
　
　
　モ
デ
ル
団
体
・
個
人

　▽
秋
山

　玉
恵

　（
白
方
地
区
町
民
会
議

　
　立
哨
・
あ
い
さ
つ
運
動
活
動
）

　▽
柳
原

　
　奨

　（
多
度
津
中
学
校
生
徒
会
代
表
）

●
善
行
者

　▽
山
田

　明
穂
（
多
度
津
小
６
年
）

　▽
山
西

　友
香
（
豊
原
小
６
年
）

　▽
山
根

　
　海
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
清
水

　菜
央
（
白
方
小
６
年
）

　▽
都
築

　幸
乃
（
多
度
津
中
３
年
）

　※
学
校
・
学
年
は
平
成
23
年
度

　
　の
も
の
で
す
。

■『
庄
笠
屋
子
供
馬・子
供
奴
等

　保
存
会
』が
道
具
一式
を
整
備

　庄
笠
屋
子
供
馬
・
子
供
奴
等
保

存
会
（
藤
田
政
英
代
表
）
で
は
、

子
供
馬
・
子
供
奴
等
の
破
損
に
伴

い
、
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感

に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
を
目
的
に
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、

地
域
の
人
々
の
交

流
を
深
め
地
域
活

動
が
活
性
化
す
る

よ
う
に
整
備
し
た

も
の
で
す
。

■
都
市
計
画
道
路
・
用
途
の

　
　
　
　見
直
し
を
行
い
ま
す

　都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
ふ
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
計
画
道
路
網
の
再
編
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市

計
画
道
路
見
直
し
に
伴
い
、
用
途

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
一
部
分
の

修
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
説
明
会

　
　参
加
希
望
の
方
は
当
日
、
直

　接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
４
月
23
日
（月）
／
14
時

　▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

●
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

　
　見
直
し
の
素
案
を
閲
覧
で
き

　ま
す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
て
公

　述
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
述

　申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
５
月
７
日
（月）
〜

　
　
　
　
　５
月
21
日
（月）

　▽
場
所
＝
多
度
津
町
建
設
課

●
公
聴
会

　
　傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
公
述
の
申
出
が
無
い

　時
は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

　▽
日
時
＝
６
月
６
日
（水）
／
14
時

　▽
場
所
＝
町
役
場
第
１
会
議
室

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
倉
敷
市
長
杯
第
４
回
近
県
少
年

　少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　（
２
月
18
日
／
水
島
緑
地
福
田

　公
園
体
育
館
）

▽
小
学
１
・
２
年
の
部

　【
30
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
岡

　
　大
智

　
　
　３
位
＝
森

　こ
の
か

▽
小
学
３
・
４
年
の
部

　【
22
㎏
級
】

　
　
　３
位
＝
守
屋

　拓
海

　【
33
㎏
級
】

　
　
　３
位
＝
髙
嶋

　悠
人

　【
36
㎏
級
】

　
　
　１
位
＝
岩
井

　皓
陽

　【
42
㎏
級
】

　
　
　１
位
＝
葛
岡

　海
斗

　【
36
㎏
超
級

　女
子
】

　
　
　３
位
＝
葛
岡

　海
斗

▽
小
学
５
・
６
年
の
部

　【
28
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
山
根

　典
哲

　【
51
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
岩
井

　僚
亮

　【
57
㎏
超
級
】

　
　
　２
位
＝
芝
原

　智
也

▽
中
学
男
子
の
部

　【
66
㎏
級
】

　
　
　１
位
＝
山
根

　光
司

●
第
18
回
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
２
月
25
日
・
26
日
／
観
音
寺
市

　立
総
合
体
育
館
）

▽
ミ
ド
ル
の
部

　【
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
　優

　勝
＝
平
本

　規
一

　【
ダ
ブ
ル
ス
】

　
　準
優
勝
＝
平
本

　規
一

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
ブ
ロ
ン
ズ
Ｂ
）

　（
２
月
26
日
／
町
民
体
育
館
）

▽
女
子
の
部

　優

　勝
＝
空
海
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

　準
優
勝
＝
垂
水
体
協

■
４
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
香
川
県
社
会
人
卓
球
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
平
成
24
年
度
前
期

　
　
　ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
野
球
）

　▽
日
時
＝
３
日
、
５
〜
７
日
、

　
　
　10
〜
11
日
、
13
〜
14
日
、

　
　
　17
日
、
19
〜
21
日
、
24
〜

　
　
　25
日
、
27
〜
28
日

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
東
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
ホ
ー
プ

　ス
卓
球
大
会
県
予
選
会
・
全
日

　本
実
業
団
卓
球
大
会
県
予
選

　会
・
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
大
会

　県
予
選
会
・
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス

　卓
球
大
会
県
予
選
会
・
県
ラ
ー

　ジ
ボ
ー
ル
卓
球
団
体
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
８
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
８
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
体
力
測
定

　
　
　（
水
泳
・
多
種
目
支
部
）

　▽
日
時
＝
14
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
白
方
小
学
校
体
育
館

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　レ
デ
ィ
ス
の
部

　▽
日
時
＝
15
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
Ｊ
Ａ
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　▽
日
時
＝
21
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

●
多
度
津
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　連
盟
交
流
会
の
部

　▽
日
時
＝
22
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
町
テ
ニ
ス
交
流
会

　▽
日
時
＝
22
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
26
回
仲
善
交
歓
グ
ラ
ン
ド

　ゴ
ル
フ
多
度
津
大
会

　▽
日
時
＝
28
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

■『第９回全国スポーツ少年団
        バレーボール交流大会』に出場決定!!
　四箇バレーボールスポーツ少年団（長目義行総責任者・
前田監督・山根コーチ）の選手１０名が、『第９回全国
スポーツ少年団バレーボール交流大会』に四国代表とし
て出場することになりました。
　１１月６日に開催された県大会で優勝し、四国代表と
なった選手の皆さんが、町役場を訪問され、３月２４日
から２６日までの全国大会に向けて、「強烈なアタック
を決めます！」「しっかりレシーブして、仲間につなげ
たい」など、力強い意気込みを語ってくれました。

門　瀧雄　議員
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■
香
川
県
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の

　
　
　
　

 

運
用
開
始
に
つ
い
て

　近
年
、
全
国
各
地
で
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
頻
発
し
て
お
り
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
よ
り
早

く
、
よ
り
的
確
に
情
報
を
伝
達
す

る
こ
と
に
よ
る
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
県
で
は
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
雨
量
や
水
位
の
状
況

を
数
値
や
グ
ラ
フ
で
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

　４
月
か
ら
新
た
に
県
内
主
要
12

河
川
の
18
箇
所
の
水
位
観
測
局
に

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

５
分
か
ら
10
分
ご
と
の
静
止
画
像

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
町
長
が

行
う
避
難
勧
告
発
令
や
、
住
民
の

避
難
判
断
な
ど
、
洪
水
時
に
お
け

る
水
防
・
避
難
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
た
も

の
で
す
の
で
、
梅
雨
時
期
や
台
風

シ
ー
ズ
ン
な
ど
、
降
雨
に
よ
り
河

川
が
増
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
に

は
、
こ
ま
め
に
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
避
難
判
断
の
材
料
の
ひ
と

つ
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
共
通
Ｕ
Ｒ
Ｌ

◎
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【
問
合
せ
】

　香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
５
４
４

■
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

 

セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

　平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
剪

定
枝
チ
ッ
プ
堆
肥
を
販
売
し
ま
す
。

▽
販
売
価
格

　◎
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
車
持
ち
帰
り

　
　
　
　
　
　
　１
，
０
０
０
円

　◎
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
車
配
達

　
　
　
　
　
　
　２
，
７
０
０
円

　◎
２
ト
ン
ダ
ン
プ
１
車
持
ち
帰
り

　
　
　
　
　
　
　５
，
０
０
０
円

※
ご
自
身
で
袋
を
持
参
の
う
え
、

　持
ち
帰
る
場
合
は
無
料
で
す
。

　詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

■
厚
生
労
働
省
主
催『
平
成
24
年

　度
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
』の
実
施

▽
実
施
時
期
＝
平
成
24
年
７
月
〜

　
　
　
　
　
　平
成
25
年
３
月

▽
場
所
＝

　①
旧
ソ
連
地
域
（
イ
ル
ク
ー
ツ

　
　ク
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、

　
　ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
沿
海

　
　地
方
）

　②
南
方
地
域
な
ど
（
硫
黄
島
、

　
　東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ

　
　ル
ネ
オ
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、

　
　マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

　
　ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ

　
　ー
ト
諸
島
）

▽
対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
、

　
　父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹

　
　※
原
則
と
し
て
80
歳
以
下

▽
申
込
期
間
＝

　
　実
施
時
期
の
約
３
か
月
前

※
巡
礼
先
に
よ
っ
て
実
施
時
期

　と
滞
在
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
長
寿
社
会
対
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
６
４

■
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
納
め

た
保
険
料
は
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
24
年
度
は

前
年
度
よ
り
40
円
引
き
下
げ
ら
れ

た
月
額
１
４
，
９
８
０
円
で
す
。

　毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
り
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

●
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　保
険
料
は
、
１
年
ま
た
は
６
か

月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
を

前
納
す
る
と
割
引
に
な
る
前
納
割

引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
免
除
申
請

　国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

免
除
等
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

は
税
務
申
告
を
事
前
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

　「
全
額
免
除
」
、
「
四
分
の
三
免

除
」
、「
半
額
免
除
」
、「
四
分
の
一

免
除
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
を
納
付
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
取
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
を
猶
予
。
（
所
得
の
高

い
世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請

免
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付

を
猶
予
。

※
申
請
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
の

　国
民
年
金
担
当
窓
口
で
で
き
ま

　す
の
で
、
必
ず
税
務
申
告
を
行

　っ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

多度津町上下水道課からお知らせ　　　　

高額な外来診療を受ける皆さまへ　　　　

☎３３－１３００

住民課　☎３３－４４８０

「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」

【Ｑ１】どのような場合に異動手続きが必要ですか？
【Ａ１】①町内に引っ越して来て水道をご使用になるとき（開始届）
　　　　②町内から引っ越すため水道のご使用をおやめになるとき（中止届）
　　　　③使用者・所有者の死亡等により名義変更が必要となったとき
　　　　　などが主な異動事由としてあげられます。
【Ｑ２】その場合の異動手続きは電話で受付できますか？
【Ａ２】いいえ、電話では受付していません。
　　　　使用開始・使用中止・所有者の名義変更とも、上下水道課または住民課の窓口で手続きが必要です。
【Ｑ３】手続きで必要なものは何ですか？
【Ａ３】使用開始の手続きには認印と手数料１５００円が、使用中止・名義変更の手続きには認印が、それぞれ必要です。
　　　　また、使用開始の手続きのときに通帳と通帳印があれば、口座振替の手続きもできますので、ご持参ください。
【Ｑ４】手続きは本人以外でもできますか？
【Ａ４】はい、できます。その場合は代理の方の認印をご持参ください。
【Ｑ５】手続きは土・日・祝日でもできますか？
【Ａ５】手続きの受付は、上下水道課・住民課とも平日の８時３０分から１７時１５分までです。
　　　　ただし、特別な事情で執務時間中にどうしても来られない場合は、上下水道課へお問い合わせください。
★手続きをした当日に開栓・閉栓作業を行いますが、届出日以降の指定もできますので、余裕をもって手続きをお願いします。

　これまでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合で
も、いったんその額をお支払いただき、後で保険者から高額療養費としてお返ししていましたが、平成
２４年４月１日からは、医療機関等の窓口に「※認定証」を提示すれば、限度額を超える分を支払う必
要はなくなります。また、保険薬局、指定訪問看護事業者についても、同様の取扱いを受けることがで
きるようになります。（※認定証 … 限度額適用認定証、標準負担額減額認定証）
　認定証は加入する医療保険者に事前に申請し、交付を受けて、医療機関の窓口に提出してください。
申請方法、要件、自己負担限度額等、詳しくはご加入の医療保険者にご相談ください。

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.k
a
g
a
w
a
.

lg
.jp
/k
a
se
n
ca
m
e
ra
/

●今回は転入・転出などの『異動手続きについて』です。

平成２４年４月１日から

高額な外来診療を受けたとき、「認定証」や被保険者証を医療機関の窓口で提示すれば、
ひと月の同一医療機関等の窓口での支払が一定の金額にとどめられます。

高額な外来診療受診者 事前手続き・医療機関窓口

７０歳未満の方

７０歳以上の非課税世帯等の方

７０歳以上の非課税世帯等ではない方

加入している医療保険者に「認定証」の交付を受け、「保

険証」とともに医療機関窓口へ提示してください。

「保険証」と「高齢受給者証」、または「後期高齢者

医療被保険者証」を医療機関窓口へ提示してください。
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■
香
川
県
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の

　
　
　
　

 

運
用
開
始
に
つ
い
て

　近
年
、
全
国
各
地
で
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
頻
発
し
て
お
り
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
よ
り
早

く
、
よ
り
的
確
に
情
報
を
伝
達
す

る
こ
と
に
よ
る
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
県
で
は
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
雨
量
や
水
位
の
状
況

を
数
値
や
グ
ラ
フ
で
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

　４
月
か
ら
新
た
に
県
内
主
要
12

河
川
の
18
箇
所
の
水
位
観
測
局
に

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

５
分
か
ら
10
分
ご
と
の
静
止
画
像

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
町
長
が

行
う
避
難
勧
告
発
令
や
、
住
民
の

避
難
判
断
な
ど
、
洪
水
時
に
お
け

る
水
防
・
避
難
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
た
も

の
で
す
の
で
、
梅
雨
時
期
や
台
風

シ
ー
ズ
ン
な
ど
、
降
雨
に
よ
り
河

川
が
増
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
に

は
、
こ
ま
め
に
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
避
難
判
断
の
材
料
の
ひ
と

つ
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
共
通
Ｕ
Ｒ
Ｌ

◎
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【
問
合
せ
】

　香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
５
４
４

■
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

 

セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

　平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
剪

定
枝
チ
ッ
プ
堆
肥
を
販
売
し
ま
す
。

▽
販
売
価
格

　◎
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
車
持
ち
帰
り

　
　
　
　
　
　
　１
，
０
０
０
円

　◎
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
車
配
達

　
　
　
　
　
　
　２
，
７
０
０
円

　◎
２
ト
ン
ダ
ン
プ
１
車
持
ち
帰
り

　
　
　
　
　
　
　５
，
０
０
０
円

※
ご
自
身
で
袋
を
持
参
の
う
え
、

　持
ち
帰
る
場
合
は
無
料
で
す
。

　詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

■
厚
生
労
働
省
主
催『
平
成
24
年

　度
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
』の
実
施

▽
実
施
時
期
＝
平
成
24
年
７
月
〜

　
　
　
　
　
　平
成
25
年
３
月

▽
場
所
＝

　①
旧
ソ
連
地
域
（
イ
ル
ク
ー
ツ

　
　ク
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、

　
　ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
沿
海

　
　地
方
）

　②
南
方
地
域
な
ど
（
硫
黄
島
、

　
　東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ

　
　ル
ネ
オ
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、

　
　マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

　
　ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ

　
　ー
ト
諸
島
）

▽
対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
、

　
　父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹

　
　※
原
則
と
し
て
80
歳
以
下

▽
申
込
期
間
＝

　
　実
施
時
期
の
約
３
か
月
前

※
巡
礼
先
に
よ
っ
て
実
施
時
期

　と
滞
在
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
長
寿
社
会
対
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
６
４

■
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
納
め

た
保
険
料
は
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
24
年
度
は

前
年
度
よ
り
40
円
引
き
下
げ
ら
れ

た
月
額
１
４
，
９
８
０
円
で
す
。

　毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
り
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

●
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　保
険
料
は
、
１
年
ま
た
は
６
か

月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
を

前
納
す
る
と
割
引
に
な
る
前
納
割

引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
免
除
申
請

　国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

免
除
等
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

は
税
務
申
告
を
事
前
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

　「
全
額
免
除
」
、
「
四
分
の
三
免

除
」
、「
半
額
免
除
」
、「
四
分
の
一

免
除
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
を
納
付
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
取
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
を
猶
予
。
（
所
得
の
高

い
世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請

免
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付

を
猶
予
。

※
申
請
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
の

　国
民
年
金
担
当
窓
口
で
で
き
ま

　す
の
で
、
必
ず
税
務
申
告
を
行

　っ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

多度津町上下水道課からお知らせ　　　　

高額な外来診療を受ける皆さまへ　　　　

☎３３－１３００

住民課　☎３３－４４８０

「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」

【Ｑ１】どのような場合に異動手続きが必要ですか？
【Ａ１】①町内に引っ越して来て水道をご使用になるとき（開始届）
　　　　②町内から引っ越すため水道のご使用をおやめになるとき（中止届）
　　　　③使用者・所有者の死亡等により名義変更が必要となったとき
　　　　　などが主な異動事由としてあげられます。
【Ｑ２】その場合の異動手続きは電話で受付できますか？
【Ａ２】いいえ、電話では受付していません。
　　　　使用開始・使用中止・所有者の名義変更とも、上下水道課または住民課の窓口で手続きが必要です。
【Ｑ３】手続きで必要なものは何ですか？
【Ａ３】使用開始の手続きには認印と手数料１５００円が、使用中止・名義変更の手続きには認印が、それぞれ必要です。
　　　　また、使用開始の手続きのときに通帳と通帳印があれば、口座振替の手続きもできますので、ご持参ください。
【Ｑ４】手続きは本人以外でもできますか？
【Ａ４】はい、できます。その場合は代理の方の認印をご持参ください。
【Ｑ５】手続きは土・日・祝日でもできますか？
【Ａ５】手続きの受付は、上下水道課・住民課とも平日の８時３０分から１７時１５分までです。
　　　　ただし、特別な事情で執務時間中にどうしても来られない場合は、上下水道課へお問い合わせください。
★手続きをした当日に開栓・閉栓作業を行いますが、届出日以降の指定もできますので、余裕をもって手続きをお願いします。

　これまでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合で
も、いったんその額をお支払いただき、後で保険者から高額療養費としてお返ししていましたが、平成
２４年４月１日からは、医療機関等の窓口に「※認定証」を提示すれば、限度額を超える分を支払う必
要はなくなります。また、保険薬局、指定訪問看護事業者についても、同様の取扱いを受けることがで
きるようになります。（※認定証 … 限度額適用認定証、標準負担額減額認定証）
　認定証は加入する医療保険者に事前に申請し、交付を受けて、医療機関の窓口に提出してください。
申請方法、要件、自己負担限度額等、詳しくはご加入の医療保険者にご相談ください。

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.k
a
g
a
w
a
.

lg
.jp
/k
a
se
n
ca
m
e
ra
/

●今回は転入・転出などの『異動手続きについて』です。

平成２４年４月１日から

高額な外来診療を受けたとき、「認定証」や被保険者証を医療機関の窓口で提示すれば、
ひと月の同一医療機関等の窓口での支払が一定の金額にとどめられます。

高額な外来診療受診者 事前手続き・医療機関窓口

７０歳未満の方

７０歳以上の非課税世帯等の方

７０歳以上の非課税世帯等ではない方

加入している医療保険者に「認定証」の交付を受け、「保

険証」とともに医療機関窓口へ提示してください。

「保険証」と「高齢受給者証」、または「後期高齢者

医療被保険者証」を医療機関窓口へ提示してください。
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　今
回
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
門
井
佑
紀
さ
ん
の
作
文
を

　ご
紹
介
し
ま
す
。

　作
品
名

　
　『
最
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
』

■『
第
37
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

　
　
　
　
　
　優
秀
作
品
発
表

　多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
行
事
義
美
会
長
）
主
催

に
よ
る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

に
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
絵
や
作

文
な
ど
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
次

の
皆
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　▽
門
井

　佑
紀
（
白
方
小
６
年
）

●
優
秀
賞

　▽
小
笠
原
崇
弘
（
四
箇
小
３
年
）

　▽
近
藤

　綜
太
（
四
箇
小
４
年
）

　▽
小
笠
原
鈴
菜
（
四
箇
小
１
年
）

　▽
新
開

　敏
大
（
四
箇
小
４
年
）

　▽
森

　
　泰
誠
（
白
方
小
４
年
）

※
学
校
・
学
年
は
平
成
23
年
度
の

　も
の
で
す
。

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
４
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　15
日
（日）
木
工
講
座
『
木
と
ビ
ー
玉

　
　
　
　で
作
る
花
の
オ
ブ
ジ
ェ
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
10
名

　21
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き

　
　
　
　
　
　体
験
／
午
前
５
名

　22
日
（日）
古
布
講
座
『
ポ
ー
チ
を
作

　
　
　
　ろ
う
！
』
／
午
前
３
名

　22
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

　
　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　
　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
月
実
施
は
、

　15
日
（日）
・
22
日
（日）

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

　５
月
１
日
〜
７
日
の
憲
法
週

間
を
記
念
し
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
４
月
26
日
（木）

　
　
　
　10
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
高
松
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　丸
亀
支
部

▽
内
容
＝
弁
護
士
に
よ
る
面
談
で

　
　
　の
法
律
相
談
（
30
分
程
度
）

※
受
付
時
間
は
、
９
時
30
分
〜
15

　時
で
す
。
必
ず
時
間
内
に
受
付

　を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　☎
０
８
７
‐
８
２
２
‐
３
６
９
３

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

５
／
１

５
／
２ （水） （土）（水）（水）（木）

18 14
（水）
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20
（金）

23
（木）
５

（火）
３24

（金）（月）
26
（木）

20
（木）
19

25
（木） （木）（月）

19
（木）

12
（金）
27

（木）
12 26

（金）
13 6

（金）

17
（火）

45
（火）

10９
（金）
６

（火）

高
見

　２

　・
16

　・
30

　

佐
柳

　２

　・
９

　・
16

　・
23

　

（月）（月）（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

30

　

愛犬の飼い方講座（登録と予防注射）　

地域包括支援センター（☎３３－１１３８）は、高齢者に関する事の相談窓口です。　

環境課　☎３３－４４２５
犬は私たちの一番身近にいる動物です。迷惑をかけないように飼わなければいけません。
犬を飼っている人もこれから飼おうと思っている人も一緒に勉強していきましょう。最初は登録と予防注射についてです。
犬は飼い始めてから（または生後９０日後から）３０日以内に、町役場環境課で登録し、鑑札を受けましょう。
もし、迷子になったときに鑑札を着けていれば飼い主の確認ができます。
また、狂犬病予防注射はすべての犬に年１回の接種が義務付けられていますので、
予防注射を受け、「注射済票」を着けましょう。

登録も予防注射も犬を飼うためのルールです。ルールを守って正しく飼いましょう。

地域包括支援センターは、高齢者の生活を支援する地域の身近な相談窓口として活動しています。具体的には、

などなど、高齢者の皆さんが住みなれた地域で安心して暮らしていけるよう、
様々な面から適切な機関と連携して解決に努めています。
地域での出前講座も行っていますので、まずはご相談ください。

介護認定要支援１～２の方の介護予防
ケアプランの作成や、介護や認知症、
生活の不安に関する相談

皆さんが元気に活き活きとした生活
を続けられるよう、介護予防教室や
講演会の開催

高齢者虐待、消費者被害に関する
相談や、高齢者の権利を守る制度
等の紹介

地域包括支援センターの
場所は、福祉センターの
１階です。

※９区～１２区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、４月３０日（月）に可燃ごみの特別収集を実施します。
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

　
　今
回
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
門
井
佑
紀
さ
ん
の
作
文
を

　ご
紹
介
し
ま
す
。

　作
品
名

　
　『
最
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
』

■『
第
37
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

　
　
　
　
　
　優
秀
作
品
発
表

　多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
行
事
義
美
会
長
）
主
催

に
よ
る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

に
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
絵
や
作

文
な
ど
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
次

の
皆
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　▽
門
井

　佑
紀
（
白
方
小
６
年
）

●
優
秀
賞

　▽
小
笠
原
崇
弘
（
四
箇
小
３
年
）

　▽
近
藤

　綜
太
（
四
箇
小
４
年
）

　▽
小
笠
原
鈴
菜
（
四
箇
小
１
年
）

　▽
新
開

　敏
大
（
四
箇
小
４
年
）

　▽
森

　
　泰
誠
（
白
方
小
４
年
）

※
学
校
・
学
年
は
平
成
23
年
度
の

　も
の
で
す
。

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
４
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　15
日
（日）
木
工
講
座
『
木
と
ビ
ー
玉

　
　
　
　で
作
る
花
の
オ
ブ
ジ
ェ
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
10
名

　21
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き

　
　
　
　
　
　体
験
／
午
前
５
名

　22
日
（日）
古
布
講
座
『
ポ
ー
チ
を
作

　
　
　
　ろ
う
！
』
／
午
前
３
名

　22
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

　
　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　
　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
月
実
施
は
、

　15
日
（日）
・
22
日
（日）

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

　５
月
１
日
〜
７
日
の
憲
法
週

間
を
記
念
し
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
４
月
26
日
（木）

　
　
　
　10
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
高
松
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　丸
亀
支
部

▽
内
容
＝
弁
護
士
に
よ
る
面
談
で

　
　
　の
法
律
相
談
（
30
分
程
度
）

※
受
付
時
間
は
、
９
時
30
分
〜
15

　時
で
す
。
必
ず
時
間
内
に
受
付

　を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　☎
０
８
７
‐
８
２
２
‐
３
６
９
３

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

５
／
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５
／
２ （水） （土）（水）（水）（木）

18 14
（水）
11

20
（金）

23
（木）
５

（火）
３24

（金）（月）
26
（木）

20
（木）
19

25
（木） （木）（月）

19
（木）

12
（金）
27

（木）
12 26

（金）
13 6

（金）

17
（火）

45
（火）

10９
（金）
６

（火）

高
見

　２

　・
16

　・
30

　

佐
柳

　２

　・
９

　・
16

　・
23

　

（月）（月）（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

30

　

愛犬の飼い方講座（登録と予防注射）　

地域包括支援センター（☎３３－１１３８）は、高齢者に関する事の相談窓口です。　

環境課　☎３３－４４２５
犬は私たちの一番身近にいる動物です。迷惑をかけないように飼わなければいけません。
犬を飼っている人もこれから飼おうと思っている人も一緒に勉強していきましょう。最初は登録と予防注射についてです。
犬は飼い始めてから（または生後９０日後から）３０日以内に、町役場環境課で登録し、鑑札を受けましょう。
もし、迷子になったときに鑑札を着けていれば飼い主の確認ができます。
また、狂犬病予防注射はすべての犬に年１回の接種が義務付けられていますので、
予防注射を受け、「注射済票」を着けましょう。

登録も予防注射も犬を飼うためのルールです。ルールを守って正しく飼いましょう。

地域包括支援センターは、高齢者の生活を支援する地域の身近な相談窓口として活動しています。具体的には、

などなど、高齢者の皆さんが住みなれた地域で安心して暮らしていけるよう、
様々な面から適切な機関と連携して解決に努めています。
地域での出前講座も行っていますので、まずはご相談ください。

介護認定要支援１～２の方の介護予防
ケアプランの作成や、介護や認知症、
生活の不安に関する相談

皆さんが元気に活き活きとした生活
を続けられるよう、介護予防教室や
講演会の開催

高齢者虐待、消費者被害に関する
相談や、高齢者の権利を守る制度
等の紹介

地域包括支援センターの
場所は、福祉センターの
１階です。

※９区～１２区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、４月３０日（月）に可燃ごみの特別収集を実施します。



離乳食講習会（平成23年11～12月生まれ）、１歳６か月児健診（平成      

22年８～９月生まれ）、３歳児健診（平成20年９月生まれ）、ポリオ      

ワクチン投与①（平成22年10月～平成23年３月生まれ）、ポリオワク      

チン投与②（平成23年４月～９月生まれ）、乳幼児健康相談（平成23      

年６月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の      

家／四公＝四箇地区公民館／福セ＝福祉センター            

23 22

※『林求馬邸』開館日は、４月１日（日）、５月４日（金）です。

保健だより保健だより ４月の予定４月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

9:30-11:30

9:30-12:00

13:30-15:00

13:30-15:00

13:30-14:30

9:30-11:00

13:30-14:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

9:30-11:00

10:00-11:30

9:00-11:00

10:00-11:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

8:40-10:30

9:00-16:00

9:30-10:30

13:30-15:00

8:40-10:30

13:30-15:00

２日(月)

４日(水)

５日(木)

６日(金)

８日(日)

10日(火)

11日(水)

12日(木)

13日(金)

16日(月)

17日(火)

18日(水)

19日(木)

20日(金)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

健セ

健セ

健セ

白公

健セ

豊婦

健セ

福セ

豊婦

健セ

四公

健セ

健セ

白公

福セ

福セ

健セ

白公

健セ

健セ

健セ

健セ

四公

食生活改善推進協議会役員会   

のびのび広場   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

献血　　　10:00-12:00、13:00-15:00

　　　　　　桃陵公園（さくらまつり会場）   

１歳６か月児健診

豊原地区母子愛育班総会   

３歳児健診   

多度津地区母子愛育班総会

生活習慣病予防相談    

ポリオワクチン投与① 

四箇地区母子愛育班総会  

親子ふれあい広場   

　「ベビーマッサージ」   

ことばの相談（要予約）      

白方地区母子愛育班総会   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

ポリオワクチン投与②   

胃がん検診   

こども相談（要予約）   

乳幼児健康相談   

子宮頸部がん検診   

胃がん検診   

生活習慣病予防相談      

行　　事 時　間 場所

■ 休日当番医

■献血のご協力をお願いします！

親子ですくすく　大きく育て！　

柔道整復   ４月８日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

７日、８日、14日、15日、21日、22日、
28日、29日、30日、５月３日～５日

２日、９日、16日、23日、29日、30日、
５月３日～５日

３日、10日、17日、24日、
５月１日

３日、10日、17日、24日、
５月１日

２日、９日、16日、23日、
５月１日

２日、９日、16日、23日、
５月１日

三 宅 病 院

山 本 医 院

加 藤 病 院

嶋田耳鼻咽喉科

氏 家 内 科

ウツミ整形外科

河 内 病 院

し お か ぜ 病 院

中 野 小 児 科

善紀クリニック

（栄町２）

（大通り）

（寿　町）

（幸　町）

（京　町）

（道福寺）

（ 青 木 ）

（堀江４）

（道福寺）

（ 西 浜 ）

 

４月１日

４月８日

４月15日

４月22日

４月29日

４月30日

５月３日

５月４日

５月５日

５月６日

☎32-2447

☎32-2809

☎33-2821

☎32-8711

☎32-2635

☎33-1510

☎33-3113

☎33-2545

☎32-4532

☎32-7171

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

４月18日（水）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

４月17日（火）
　10:00-15:00

４月17日（火）
　10:00-15:00

４月26日（木）
　13:30-16:30

４月19日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ４月25日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ４月20日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

●のびのび広場
　プレイルームを開放します。子ども達の遊び場や、

お母さんの交流の場として遊びにきてください。

【日時】４月４日（水）／９時３０分～１２時

【場所】町民健康センター１階　プレイルーム

●親子ふれあい広場
　今月は『ベビーマッサージ』です。赤ちゃんだけで

なく、３歳までのお子さんもどうぞ。

【日時】４月１８日（水）／１０時～１１時３０分

【場所】町民健康センター１階　リハビリ室

【講師】ベビーマッサージインストラクター

　　　　廣瀬　恵美 先生

【持ち物】バスタオル、お子さんの飲み物（お茶など）

※どちらもお子さんの体重や身長などの計測、保健

　師、栄養士の育児相談も同時に行っています。

【日時】４月８日（日）／１０～１２時、１３～１５時

【場所】桃陵公園（さくらまつり会場）

　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができ

　　るものを、持参してください。

検診を受けて健康に！　

すこやかな妊娠と出産のために

■

■

予防接種を忘れずに受けましょう！■

●ポリオ生ワクチン投与

　現在、南アジア、アフリカの一部では、依然としてポリオ

が発生しています。交通手段の発達で人の行き来と一緒に、

ウイルスが日本に入り、感染するおそれもあります。

　国では不活化ポリオワクチン導入の準備を進めており、

早ければ平成２４年度中に導入予定です。不活化ポリオワ

クチン導入まで生ポリオワクチンを接種せずに様子を見る

人が増えると、免疫を持たない人が増え、国内でポリオの

流行が起きてしまう危険があります。

　きちんとワクチン接種をしてポリオを予防しましょう。

【日時／対象者】（接種場所は保健センターです。）

　４月１６日（月）／平成２２年１０月～２３年３月生まれ

　４月２４日（火）／平成２３年　４月～２３年９月生まれ

　（両日とも受付は、１３時３０分～１４時３０分まで）

　※対象者には３月中旬に予診票を送付します。７歳半

　　未満で２回の投与が済んでいない方も受けられます。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン

【期間】平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日

【医療機関】

　秋山医院・氏家内科・加藤病院・くるみクリニック・

　嶋田耳鼻咽喉科・中野小児科・三宅医院・三宅病院・

　山本医院

【対象者】

　１期：接種日において１歳～２歳未満

　２期：平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

　３期：平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ

　４期：平成　６年４月２日～平成　７年４月１日生まれ

●ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）ワクチン

【期間／医療機関】麻しん風しん混合ワクチンと同様

【対象者】

　平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれ

※すでに『検診受診調査書』で申し込まれた方には、個別案内をお送りします。

　２人に１人はがんを発症し、３人に１人はがんで亡くなる時代であり、がんは私たちにとって「身近な病気」となりました。

しかし医療技術の進歩により、がんは「不治の病」から「治る病気」に変わってきました。発見が早いほど治癒率は高くなり

ますので、症状のない時こそ、がん検診を受けましょう。

●妊娠に気づいたら・・・

　大切な妊婦さんの健康とお腹の赤ちゃんの成長のため、できるだけ早く町保健センターに妊娠の届け出をしましょう。

　窓口では、母子健康手帳の交付と医療機関等での妊婦一般健康診査を公費で受けられる受診票を交付しています。　

●妊婦健康診査を必ず受けましょう

　妊娠中は、医療機関での定期的な健康診査や、その時期に必要な保健指導を受け、安心して出産に臨めるようにしましょう。

　多度津町では『妊婦一般健康診査受診票』を１４枚発行し、平成２４年４月より性器クラミジア検査（新生児への感染症を

調べる検査）も助成しています。

　※妊娠期間中に県外より転入された場合は、転入前に交付を受けた受診票は使用できませんので、多度津町の受診票と交換

　　いたします。必ず、保健センターまでご連絡ください。

●マタニティマークを見かけたら・・・

　妊娠中は赤ちゃんの成長はもちろん、お母さんの健康を維持するためにも、大切な時期です。

しかし外見から妊娠中と分からないために、周りからの理解が得られにくいということがありま

す。そこで妊婦であるということを示すマタニティマークが考案され、バッジなどを身につける

活動が始まりました。

　多度津町では、母子健康手帳の交付時に「マタニティキーホルダー」をお渡ししています。街や職場でこのマークを身につ

けている妊婦さんを見かけたら、公共交通機関では座席を優先的に譲る、近くでの喫煙を控えるなど、みなさんの思いやりの

ある行動をお願いします。

胃がん検診 子宮頸部がん検診

集団検診 施設検診 集団検診 施設検診

実施時期

実施場所

対象者

４月～６月

各地区公民館・保健センター

３０歳以上の町民

１，２００円

４００円

４月～６月

保健センター

２０歳以上の女性町民

６月～９月

麻田総合病院

９００円

３００円

１，５００円

５００円

４月10日～５月・９月

町内の指定医療機関

４０歳以上の町民

２，５００円

８００円

★多度津町へ転入された方には、転入された翌月に予防接種説明綴・母子カレンダー等を送付しています。

　転入前の予診票は使えませんので、母子健康手帳を持参のうえ、保健センターへお越しください。

自　己

負担金

７４歳まで

７５歳以上

～予診票が届いたら、早めに予防接種を受けましょう～



離乳食講習会（平成23年11～12月生まれ）、１歳６か月児健診（平成      

22年８～９月生まれ）、３歳児健診（平成20年９月生まれ）、ポリオ      

ワクチン投与①（平成22年10月～平成23年３月生まれ）、ポリオワク      

チン投与②（平成23年４月～９月生まれ）、乳幼児健康相談（平成23      

年６月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の      

家／四公＝四箇地区公民館／福セ＝福祉センター            

23 22

※『林求馬邸』開館日は、４月１日（日）、５月４日（金）です。

保健だより保健だより ４月の予定４月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

9:30-11:30

9:30-12:00

13:30-15:00

13:30-15:00

13:30-14:30

9:30-11:00

13:30-14:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

9:30-11:00

10:00-11:30

9:00-11:00

10:00-11:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

8:40-10:30

9:00-16:00

9:30-10:30

13:30-15:00

8:40-10:30

13:30-15:00

２日(月)

４日(水)

５日(木)

６日(金)

８日(日)

10日(火)

11日(水)

12日(木)

13日(金)

16日(月)

17日(火)

18日(水)

19日(木)

20日(金)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

健セ

健セ

健セ

白公

健セ

豊婦

健セ

福セ

豊婦

健セ

四公

健セ

健セ

白公

福セ

福セ

健セ

白公

健セ

健セ

健セ

健セ

四公

食生活改善推進協議会役員会   

のびのび広場   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

献血　　　10:00-12:00、13:00-15:00

　　　　　　桃陵公園（さくらまつり会場）   

１歳６か月児健診

豊原地区母子愛育班総会   

３歳児健診   

多度津地区母子愛育班総会

生活習慣病予防相談    

ポリオワクチン投与① 

四箇地区母子愛育班総会  

親子ふれあい広場   

　「ベビーマッサージ」   

ことばの相談（要予約）      

白方地区母子愛育班総会   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

ポリオワクチン投与②   

胃がん検診   

こども相談（要予約）   

乳幼児健康相談   

子宮頸部がん検診   

胃がん検診   

生活習慣病予防相談      

行　　事 時　間 場所

■ 休日当番医

■献血のご協力をお願いします！

親子ですくすく　大きく育て！　

柔道整復   ４月８日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

７日、８日、14日、15日、21日、22日、
28日、29日、30日、５月３日～５日

２日、９日、16日、23日、29日、30日、
５月３日～５日

３日、10日、17日、24日、
５月１日

３日、10日、17日、24日、
５月１日

２日、９日、16日、23日、
５月１日

２日、９日、16日、23日、
５月１日

三 宅 病 院

山 本 医 院

加 藤 病 院

嶋田耳鼻咽喉科

氏 家 内 科

ウツミ整形外科

河 内 病 院

し お か ぜ 病 院

中 野 小 児 科

善紀クリニック

（栄町２）

（大通り）

（寿　町）

（幸　町）

（京　町）

（道福寺）

（ 青 木 ）

（堀江４）

（道福寺）

（ 西 浜 ）

 

４月１日

４月８日

４月15日

４月22日

４月29日

４月30日

５月３日

５月４日

５月５日

５月６日

☎32-2447

☎32-2809

☎33-2821

☎32-8711

☎32-2635

☎33-1510

☎33-3113

☎33-2545

☎32-4532

☎32-7171

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

４月18日（水）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

４月17日（火）
　10:00-15:00

４月17日（火）
　10:00-15:00

４月26日（木）
　13:30-16:30

４月19日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ４月25日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ４月20日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

●のびのび広場
　プレイルームを開放します。子ども達の遊び場や、

お母さんの交流の場として遊びにきてください。

【日時】４月４日（水）／９時３０分～１２時

【場所】町民健康センター１階　プレイルーム

●親子ふれあい広場
　今月は『ベビーマッサージ』です。赤ちゃんだけで

なく、３歳までのお子さんもどうぞ。

【日時】４月１８日（水）／１０時～１１時３０分

【場所】町民健康センター１階　リハビリ室

【講師】ベビーマッサージインストラクター

　　　　廣瀬　恵美 先生

【持ち物】バスタオル、お子さんの飲み物（お茶など）

※どちらもお子さんの体重や身長などの計測、保健

　師、栄養士の育児相談も同時に行っています。

【日時】４月８日（日）／１０～１２時、１３～１５時

【場所】桃陵公園（さくらまつり会場）

　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができ

　　るものを、持参してください。

検診を受けて健康に！　

すこやかな妊娠と出産のために

■

■

予防接種を忘れずに受けましょう！■

●ポリオ生ワクチン投与

　現在、南アジア、アフリカの一部では、依然としてポリオ

が発生しています。交通手段の発達で人の行き来と一緒に、

ウイルスが日本に入り、感染するおそれもあります。

　国では不活化ポリオワクチン導入の準備を進めており、

早ければ平成２４年度中に導入予定です。不活化ポリオワ

クチン導入まで生ポリオワクチンを接種せずに様子を見る

人が増えると、免疫を持たない人が増え、国内でポリオの

流行が起きてしまう危険があります。

　きちんとワクチン接種をしてポリオを予防しましょう。

【日時／対象者】（接種場所は保健センターです。）

　４月１６日（月）／平成２２年１０月～２３年３月生まれ

　４月２４日（火）／平成２３年　４月～２３年９月生まれ

　（両日とも受付は、１３時３０分～１４時３０分まで）

　※対象者には３月中旬に予診票を送付します。７歳半

　　未満で２回の投与が済んでいない方も受けられます。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン

【期間】平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日

【医療機関】

　秋山医院・氏家内科・加藤病院・くるみクリニック・

　嶋田耳鼻咽喉科・中野小児科・三宅医院・三宅病院・

　山本医院

【対象者】

　１期：接種日において１歳～２歳未満

　２期：平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

　３期：平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ

　４期：平成　６年４月２日～平成　７年４月１日生まれ

●ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）ワクチン

【期間／医療機関】麻しん風しん混合ワクチンと同様

【対象者】

　平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれ

※すでに『検診受診調査書』で申し込まれた方には、個別案内をお送りします。

　２人に１人はがんを発症し、３人に１人はがんで亡くなる時代であり、がんは私たちにとって「身近な病気」となりました。

しかし医療技術の進歩により、がんは「不治の病」から「治る病気」に変わってきました。発見が早いほど治癒率は高くなり

ますので、症状のない時こそ、がん検診を受けましょう。

●妊娠に気づいたら・・・

　大切な妊婦さんの健康とお腹の赤ちゃんの成長のため、できるだけ早く町保健センターに妊娠の届け出をしましょう。

　窓口では、母子健康手帳の交付と医療機関等での妊婦一般健康診査を公費で受けられる受診票を交付しています。　

●妊婦健康診査を必ず受けましょう

　妊娠中は、医療機関での定期的な健康診査や、その時期に必要な保健指導を受け、安心して出産に臨めるようにしましょう。

　多度津町では『妊婦一般健康診査受診票』を１４枚発行し、平成２４年４月より性器クラミジア検査（新生児への感染症を

調べる検査）も助成しています。

　※妊娠期間中に県外より転入された場合は、転入前に交付を受けた受診票は使用できませんので、多度津町の受診票と交換

　　いたします。必ず、保健センターまでご連絡ください。

●マタニティマークを見かけたら・・・

　妊娠中は赤ちゃんの成長はもちろん、お母さんの健康を維持するためにも、大切な時期です。

しかし外見から妊娠中と分からないために、周りからの理解が得られにくいということがありま

す。そこで妊婦であるということを示すマタニティマークが考案され、バッジなどを身につける

活動が始まりました。

　多度津町では、母子健康手帳の交付時に「マタニティキーホルダー」をお渡ししています。街や職場でこのマークを身につ

けている妊婦さんを見かけたら、公共交通機関では座席を優先的に譲る、近くでの喫煙を控えるなど、みなさんの思いやりの

ある行動をお願いします。

胃がん検診 子宮頸部がん検診

集団検診 施設検診 集団検診 施設検診

実施時期

実施場所

対象者

４月～６月

各地区公民館・保健センター

３０歳以上の町民

１，２００円

４００円

４月～６月

保健センター

２０歳以上の女性町民

６月～９月

麻田総合病院

９００円

３００円

１，５００円

５００円

４月10日～５月・９月

町内の指定医療機関

４０歳以上の町民

２，５００円

８００円

★多度津町へ転入された方には、転入された翌月に予防接種説明綴・母子カレンダー等を送付しています。

　転入前の予診票は使えませんので、母子健康手帳を持参のうえ、保健センターへお越しください。

自　己

負担金

７４歳まで

７５歳以上

～予診票が届いたら、早めに予防接種を受けましょう～



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

町の人口町の人口
（３月１日現在　常住人口）（３月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（＋　3）
（－   2）
（＋　5）
（＋16）

23,354  人
11,511  人
11,843  人
   9,211世帯

2
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●   今日はいつもより緊張気味 
　　 　　　　　　 『卒園茶会』

今日はいつもより緊張気味 
                    『卒園茶会』

・・・・・・・・・４３８冊
・・・・・・・・・・・３，０９２人
・・・・・・・・・・６，２８９冊

・・・・・２７人

■４月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　４月１４日（土）／１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　４月１８日（水）／１４時３０分～１５時

■新着のお知らせ
●

『春』　桜花　爛漫（らんまん）！！

　　いざっ ！　あたらしい　明日へ ♪

鉄道に乗って＆パワースポットを巡り＆

　癒され＆お泊りは…

■２月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■資料館からお知らせ　　
資料館では、４月１５日まで『多度津のおひなさま』春季企画展を

開催しています。京極家の雛人形を中心に、江戸時代から昭和にか

けての様々な形態の雛飾りを、一堂に展示しています。また、今年

２月に多度津高校より寄贈いただいた「讃岐鉄道駅舎」の模型も展

示していますので、ご家族やお友達と一緒にぜひ来館ください。

【開館時間】９時～１７時（入館は１６時３０分まで）

『時刻表に載っていない鉄道に乗りにいく』

●『グッとくる鉄道』　

遠森　慶／ 講談社

●『かぜのでんしゃにのって』
やすい すえこ　作・葉 祥明　絵／絵本塾出版

●『鉄道ひとり旅入門』
今尾 恵介／ 
ちくまプリマー新書

鈴木 伸子／ リトルモア

カリスマ「乗りテツ」の旅指南。
日本列島縦断。
鉄道に乗るための旅へ！！

●『全国神社味詣』
松本 滋／丸善出版
全国各地の神社の鳥居のそばには、
さまざまな味がある。伊勢の神宮の
赤福、出雲大社の割子そば･･･
一度は食してみたい、時代を超えて
愛される食の原点が溢れています。
食を通じて御神徳（おかげ）をいただきまっしょ。

●『日本遺産　神宿る巨樹』
吉田 繁〈写真〉・蟹江 節子〈文〉／ 講談社
巨樹の巨匠がとらえた「最後の
癒し」１５６の神々しき雄姿。
※「巨樹」とは…
　日本では、地面から１．３ｍ
　の高さで、幹周り３ｍ以上の
　もの

●『横浜の時を旅する』
山崎 洋子／春風社
横浜ミステリーツアーへようこそ！
関東大震災からの復興を期して建てられ、マッカーサ
ー、チャップリン、裕次郎、大作家たちも泊まった一
流ホテル。ここには、横浜と近代日本の歴史を知るヒ
ントが隠されている。
横浜を深く愛する作家が、優雅でちょっぴり知的な旅
へご案内。

●『旅館すずめや　てくてく遠足日和』
雨宮 尚子／白泉社
山の湯の宿「すずめや」の
女将が すてきな山歩きへ
ご案内！
どうぞ、ごゆるりと～♪

多度津町立資料館　☎３３－３３４３


